


(注) 1 「内科と組み合わせた診療科名等」欄については、標榜している診療科名の番号に〇印を付

けること。

2 「診療実績」欄については、「内科と組み合わせた診療科名等」欄において、標榜していな

い診療科がある場合、その診療科で提供される医療を、他の診療科で提供している旨を記載す

ること。

(2)外科

外科 有 ・ 無

外科と組み合わせた診療科名

1呼吸器外科 2消化器外科 3乳腺外科 4心臓外科

5血管外科 6心臓血管外科 7内分泌外科 8小児外科

診療実績

(注) 1 「外科と組み合わせた診療科名」欄については、標榜している診療科名の番号に〇印を付け

ること。

2 「診療実績」欄については、「外科」「呼吸器外科」「消化器外科」「乳腺外科」「心臓外

科」「血管外科」「心臓血管外科」「内分泌外科」「小児外科」のうち、標榜していない科が

ある場合は、他の標榜科での当該医療の提供実績を記載すること（「心臓血管外科」を標榜し

ている場合は、「心臓外科」「血管外科」の両方の診療を提供しているとして差し支えないこ

と）。

(3)その他の標榜していることが求められる診療科名

1精神科 2小児科 3整形外科 4脳神経外科 5皮膚科 6泌尿器科 7産婦人科

8産科 9婦人科 10眼科 11耳鼻咽喉科 12放射線科 13放射線診断科

14放射線治療科 15麻酔科 16救急科

(注） 標榜している診療科名の番号に〇印を付けること。

(4)歯科

歯科 有 ・ 無

歯科と組み合わせた診療科名

1小児歯科 2矯正歯科 3口腔外科

歯科の診療体制

歯科口腔外科として届出を行い，医療を提供している。

(注) 1 「歯科」欄及び「歯科と組み合わせた診療科名」欄については、標榜している診療科名の番

号に〇印を付けること。

2 「歯科の診療体制」欄については、医療法施行規則第六条の四第五項の規定により、標榜し

ている診療科名として「歯科」を含まない病院については記入すること。

(5)(1)～(4)以外でその他に標榜している診療科名

1腎臓・高血圧内科 2糖尿病・代謝内科 3消化器・肝臓内科 4腫瘍内科 5脳神経内科

6心療内科 7新生児内科 8乳腺内分泌外科 9形成外科 10リハビリテーション科

11頭頸部外科 12疼痛緩和外科 13臨床検査科 14病理診断科 15 16

17 18 19 20 21

(注) 標榜している診療科名について記入すること。



5 病床数

精 神 感染症 結 核 療 養 一 般 合 計

４３床 －床 １２床 －床 ９７０床 １，０２５床

6 医師、歯科医師、薬剤師、看護師及び准看護師、管理栄養士その他の従業者の員数

職 種 常 勤 非常勤 合 計 職 種 員 数 職 種 員 数

医 師 442人 47.1人 489.1人 看 護 補 助 者 9人 診療エックス線技師 0人

歯 科 医 師 9人 6.2人 15.2 人 理 学 療 法 士 21人 臨床

検査

臨床検査技師 84人

薬 剤 師 77人 0.6人 77.6人 作 業 療 法 士 3人 衛生検査技師 0人

保 健 師 80人 0人 80人 視 能 訓 練 士 10人 そ の 他 0人

助 産 師 60人 0人 60人 義 肢 装 具 士 0人 あん摩マッサージ指圧師 0人

看 護 師 935人 0.7人 935.7人 臨 床 工 学 士 31人 医療社会事業従事者 0人

准 看 護 師 1人 0人 1人 栄 養 士 2人 その他の技術員 9人

歯科衛生士 6人 0人 6人 歯 科 技 工 士 1人 事 務 職 員 71人

管理栄養士 9人 0人 9人 診療放射線技師 70人 その他の職員 11人

(注) 1 報告書を提出する年度の 10 月１日現在の員数を記入すること。

2 栄養士の員数には、管理栄養士の員数は含めないで記入すること。

3 「合計」欄には、非常勤の者を当該病院の常勤の従事者の通常の勤務時間により常勤換算した

員数と常勤の者の員数の合計を小数点以下 2 位を切り捨て、小数点以下 1 位まで算出して記入

すること。それ以外の欄には、それぞれの員数の単純合計員数を記入すること。

7 専門の医師数

専門医名 人 数 専門医名 人 数

総合内科専門医 58 人 眼 科 専 門 医 12 人

外 科 専 門 医 42 人 耳鼻咽喉科専門医 11 人

精 神 科 専 門 医 8 人 放射線科専門医 12 人

小 児 科 専 門 医 35 人 脳神経外科専門医 16 人

皮 膚 科 専 門 医 14 人 整形外科専門医 22 人

泌尿器科専門医 10 人 麻 酔 科 専 門 医 19 人

産婦人科専門医 12 人 救 急 科 専 門 医 8 人

合 計 279 人

(注) 1 報告書を提出する年度の 10 月１日現在の員数を記入すること。

2 人数には、非常勤の者を当該病院の常勤の従事者の通常の勤務時間により常勤換算した

員数と常勤の者の員数の合計を小数点以下 1 位を切り捨て、整数で算出して記入すること。

8 管理者の医療に係る安全管理の業務の経験

管理者名（髙橋悟 ） 任命年月日 令和３年４月１日

副病院長（病院パフォーマンス担当）：令和 ２年１１月 １日～令和 ３年 ３月３１日

副病院長（診 療 ・ 教 育 担 当）：平成２６年１１月 １日～平成３１年 ３月３１日



9 前年度の平均の入院患者、外来患者及び調剤の数

歯科、矯正歯科、小児歯科及び歯科口腔外科の前年度の平均の入院患者及び外来患者の数

歯 科 等 以 外 歯 科 等 合 計

１日当たり平均入院患者数 628.4人 2.5人 630.9人

１日当たり平均外来患者数 1,707.2人 45.6人 1752.8人

１日当たり平均調剤数 外来 ４６剤 入院 １，１６３剤

必要医師数 163.9人

必要歯科医師数 3.3人

必要薬剤師数 22人

必要（准）看護師数 374人

（注)1 「歯科等」欄には、歯科、矯正歯科、小児歯科及び歯科口腔外科を受診した患者数を、「歯

科等以外」欄にはそれ以外の診療料を受診した患者数を記入すること。

2 入院患者数は、前年度の各科別の入院患者延数(毎日の 24 時現在の在院患者数の合計)を暦

日で除した数を記入すること。

3 外来患者数は、前年度の各科別の外来患者延数をそれぞれ病院の年間の実外来診療日数で除

した数を記入すること。

4 調剤数は、前年度の入院及び外来別の調剤延数をそれぞれ暦日及び実外来診療日数で除した

数を記入すること。

5 必要医師数、必要歯科医師数、必要薬剤師数及び必要（准）看護師数については、医療法

施行規則第二十二条の二の算定式に基づき算出すること。

10 施設の構造設備

施 設 名 床面積 主要構造 設 備 概 要

集中治療室 833.233㎡ 病 床 数 45床 心 電 計 有・無

人工呼吸装置 有・無 心細動除去装置 有・無

その他の救急蘇生装置 有・無 ペースメーカー 有・無

無菌病室等 ［固定式の場合］ 床面積 84.11㎡ 病床数 5床

［移動式の場合］ 台 数 15台

医 薬 品

情報管理室

［専用室の場合］ 床 積 21.22㎡

［共用室の場合］ 共用する室名

化学検査室 416.34㎡ 鉄筋コンクリート造 （主な設備）生化学自動分析機 LABOSPECT008α，H7180，

迅速マルチ自動分析 DemensionEXL2000

細菌検査室 107.44㎡ 鉄筋コンクリート造 （主な設備）自動細菌同定感受性装置 ライサスS4，自動血液培養装置 BACTEC-FX,

BDマックス(リアルタイムRT-PCR)，サーモフィッシャーQ55DX

病理検査室 135.48㎡ 鉄筋コンクリート造 （主な設備）自動固定包装装置，自動染色装置，クリオスタット，バーチャルスライド機，

安全キャビネット,顕微鏡

病理解剖室 82.73㎡ 鉄筋コンクリート造 （主な設備）解剖台3台，（Ｌ型昇降式1第含），局所排気システム，写真撮影装置

研 究 室 27.28㎡ 鉄筋コンクリート造 （主な設備）パソコン，顕微鏡，電子カルテ

講 義 室 194.27㎡ 鉄筋コンクリート造 室数 4 室 収容定員 125人

図 書 室 1,015.10㎡ 鉄筋コンクリート造 室数 1 室 蔵 書 数 約200,000冊程度

(注) 1 主要構造には、鉄筋コンクリート、簡易耐火、木造等の別を記入すること。

2 主な設備は、主たる医療機器、研究用機器、教育用機器を記入すること。



11 紹介率及び逆紹介率の前年度の平均値

紹 介 率 87.7％ 逆 紹 介 率 59.9％

算

出

根

拠

Ａ：紹 介 患 者 の 数 23,656人

Ｂ：他の病院又は診療所に紹介した患者の数 18,523人

Ｃ：救急用自動車によって搬入された患者の数 3,474人

Ｄ：初 診 の 患 者 の 数 30,922人

(注) 1 「紹介率」欄は、Ａ、Ｃの和をＤで除した数に 100 を乗じて小数点以下第 1 位まで記入する

こと。

2 「逆紹介率」欄は、ＢをＤで除した数に 100 を乗じて小数点以下第 1 位まで記入すること。

3 Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄは、それぞれの前年度の延数を記入すること。

12 監査委員会の委員名簿及び委員の選定理由（注）（令和３年４月１日時点）

氏名 所属 委員長

（○を付

す）

選定理由 利害関係 委員の要件

該当状況

上篠由美 昭和大学江東豊

洲病院副院長・

大学院保健医療

学研究科教授・

医師

〇 大学病院副院長と

して医療安全に関

する豊富な実務経

験と識見を持ち合

わせているため

有・無 1

各務武希 光和総合法律事

務所・弁護士

法曹界での豊富な

実績を有してお

り，法律に関する

専門知識とコンプ

ライアンス分野の

識見を持ち合わせ

ているため

有・無 1

柴田誠治 板橋区名士

医療を受ける者

代表

医療を受ける者と

しての客観性と社

会性を持ち合わせ

ているため

有・無 2

西成田進 元日本大学医学

部附属板橋病院

医療安全管理室

兼任医師

総合病院病院長の

経験と本病院医療

安全管理室兼任医

師の業務経験を持

ち合わせているた

め

有・無 1

庄司義男 元関東信越厚生

局医療課長

豊富な業務経験を

踏まえた医療に係

る安全管理に関す

る識見を持ち合わ

せているため

有・無 1

（注） 「委員の要件該当状況」の欄は、次の1～3のいずれかを記載すること。

1. 医療に係る安全管理又は法律に関する識見を有する者その他の学識経験を有する者

2. 医療を受ける者その他の医療従事者以外の者（1.に掲げる者を除く。）

3. その他



13 監査委員会の委員名簿及び委員の選定理由の公表の状況

委員名簿の公表の有無 有・無

委員の選定理由の公表の有無 有・無

公表の方法

当病院のホームページ上に公表している。

（https://www.itabashi.med.nihon-u.ac.jp/outline/disclosure）



1 承認を受けている先進医療の種類（注１）及び取扱患者数

取扱患者数

０人

人

人

人

人

人

人

人

人

人

人

人

人

人

人

人

人

人

人

人

(注） 1 「先進医療の種類」欄には、厚生労働大臣の定める先進医療及び施設基準（平成二十年厚生労働省告示

第百二十九号）第二各号に掲げる先進医療について記入すること。

(注） 2 「取扱患者数」欄には、前年度の年間実患者数を記入すること。

高度の医療の提供の実績

先 進 医 療 の 種 類

ＬＤＬアフェレシス療法

（様式第2）



2 承認を受けている先進医療の種類（注１）及び取扱患者数

取扱患者数

0人

０人

０人

人

人

人

人

人

人

人

人

人

人

人

人

人

人

人

人

人

(注) 1 「先進医療の種類」欄には、厚生労働大臣の定める先進医療及び施設基準（平成二十年厚生労働省告示

第百二十九号）第三各号に掲げる先進医療について記入すること。

(注) 2 「取扱患者数」欄には、前年度の年間実患者数を記入すること。

高度の医療の提供の実績

先 進 医 療 の 種 類

放射線前に大量メトトレキサート療法を行った後のテモゾロミド内服投与及び放射線治療の併用療法並びにテモゾロミ
ド内服投与の維持療法

リツキシマブ点滴注射後におけるミコフェノール酸モフェチル経口投与による寛解維持療法

ニボルマブ静脈内投与及びドセタキセル静脈内投与の併用療法

（様式第2）



3 その他の高度の医療

医療技術名 胸腔鏡補助下の胸郭変形に対する手術 取扱患者数 13人

当該医療技術の概要

医療技術名 腹腔鏡下副腎摘除術 取扱患者数 5人

当該医療技術の概要

医療技術名 腹腔鏡下根治的腎摘除術 取扱患者数 14人

当該医療技術の概要

医療技術名 ロボット支援下腎部分切除術 取扱患者数 17人

当該医療技術の概要

医療技術名 腹腔鏡下腎尿管全摘除術 取扱患者数 18人

当該医療技術の概要

医療技術名 腹腔鏡下腎孟形成術 取扱患者数 1人

当該医療技術の概要

医療技術名 ロボット支援腹腔鏡下前立腺全摘除術 取扱患者数 54人

当該医療技術の概要

医療技術名 腹腔鏡下仙骨腟固定術 取扱患者数 29人

当該医療技術の概要

医療技術名 角膜移植術 取扱患者数 52人

当該医療技術の概要

医療技術名 植込み型補助人工心臓 取扱患者数 4人

当該医療技術の概要

医療技術名 血管再生療法 取扱患者数 1人

当該医療技術の概要

皮下脂肪細胞から取り出した脱分極細胞を培養し，高濃度の脱分極細胞を虚血肢に筋注する。

腎孟尿管移行部狭窄症に対する低侵襲な術式である。腹腔鏡下で狭窄部位を切除し，尿管ステントを留置しながら，腎
孟尿管を縫合する必要がある。

骨盤臓器脱に対する低侵襲な術式である。剥離操作や組織とメッシュの縫合操作が多く，高度の技術を要する。

角膜混濁や水疱性角膜症などに対する全層角膜移植術，角膜内皮移植術，深層層状角膜移植術など。

植込み型補助人工心臓（非拍動流型）は，心臓移植適応の重症心不全患者で，薬物療法や体外式補助人工心臓等の他の補助循環
法によっても継続した代償不全に陥っており，かつ，心臓移植以外には救命が困難と考えられる症例に対し，心臓移植までの循環改善
を目的として行われている。

高度の医療の提供の実績

漏斗胸や鳩胸などの胸郭変形に対する低侵襲治療として，内視鏡補助下に金属バーを挿入し形態を矯正する手術を
行っている。

副腎良性腫瘍（原発性アルドステロン症，クッシング症候群，褐色細胞腫），副腎悪性腫瘍に対する低侵襲な術式である。
腹腔鏡下に副腎中心静脈を処理し，腫瘍の取り残しがないよう摘除する必要がある。

腎悪性腫瘍(主にT1b以上)に対する低侵襲な術式である。腹腔鏡下に腎動静脈および尿管を処理し腎周囲脂肪をしっか
り付けて根治的に腎を摘除する必要がある。

腎盂癌および尿管癌に対する低侵襲な術式である。腹腔鏡下に腎動静脈を処理し，腎と尿管を骨盤内付近まで遊離する
必要がある。

腎悪性腫瘍（主にTla)に対する低侵襲な術式である。腹腔鏡下に腎動脈（または腎動静脈）をクランプし，腫瘍を切除後，
腎を縫合する必要がある。クランプ時間が限られており，高度の縫合技術を要する。

前立腺癌に対する低侵襲な術式である。剥離・縫合操作が多く，高度の技術を要する。

（様式第2）



医療技術名 体幹部定位照射 取扱患者数 24人

当該医療技術の概要

医療技術名 強度変調放射線治療 取扱患者数 107人

当該医療技術の概要

医療技術名 高線量率密封小線源療法 取扱患者数 24名

当該医療技術の概要

医療技術名 全身照射 取扱患者数 4人

当該医療技術の概要

医療技術名 低線量率密封小線源治療 取扱患者数 16人

当該医療技術の概要

医療技術名 血管系画像下治療(IVR) 取扱患者数 37人

当該医療技術の概要

医療技術名 CT/超音波ガイド下生検 取扱患者数 40人

当該医療技術の概要

医療技術名 CTガイド下ドレナージ 取扱患者数 7人

当該医療技術の概要

医療技術名 修正型電気けいれん療法 取扱患者数 5人

当該医療技術の概要

医療技術名 脳炎患者に対する抗神経抗体の迅速スクリーニング診断 取扱患者数 70人

当該医療技術の概要

医療技術名 ロボット支援下腹腔鏡子宮全摘術 取扱患者数 20人

当該医療技術の概要

医療技術名 広汎性子宮頸部切除術 取扱患者数 8人

当該医療技術の概要

医療技術名 がん罹患者さんのBAP1遺伝子の遺伝学的検査 取扱患者数 1人

当該医療技術の概要

同意を得た脳炎患者に対して，ラット脳免疫染色を用いて髄液中の抗神経抗体の有無を網羅的かつ迅速に検出する体
制を国内で初めて確立し実施している。

肺腫瘍，肝細胞癌に対して小型腫瘍へ行うピンポイントの根治的放射線治療。

CT／超音波装置で身体の断面像を見ながら，病変部に針を刺して組織を採取する手技。

子宮頸がんは生殖可能年齢の若い女性に発症し，治療により妊孕性を失うが本手術は子宮頚部とその周辺組織を切除し，子宮体部・卵巣を温存するこ
とで妊孕性の温存が可能となり，これにより多くの若年の子宮頸がん患者が術後に生児を得ている。

ロボット(Davinci)を用いて子宮体癌ⅠA期の症例の子宮摘出を行う。

前立腺癌や子宮頸癌などにおいて局所制御の向上と有害事象軽減目的のための放射線治療。

子宮頸癌を主体に行う放射線治療。

手術室において全身麻酔下で筋弛緩を確保した状態で電気けいれん療法を行う。難治性うつ病および統合失調症が対
象。

造血幹細胞移植においてレシピエントが造血幹細胞を拒絶しないように十分な免疫抑制をかける放射線による前処置。

限局性前立腺癌に対して１２５１（ヨード）線源を腰椎麻酔下に会陰から永久的に前立腺内に埋め込む治療。

Ｘ線透視装置と血管造影剤を使用しながら，カテーテルや針を用いて病変に到達し，診断や治療を行う手技。

CT装置で身体の断面像を見ながら病変部に針を刺し，ガイドワイヤ－誘導下にドレーンを留置する手技。

がんゲノム医療における遺伝子プロファイリング検査でがん組織でBAP1遺伝子変異が検出されたが，これが遺伝するも
のなのかを確認するために血液でBAP1遺伝子の遺伝学的検査を実施した。



医療技術名 低フォスファターゼ症 取扱患者数 1人

当該医療技術の概要

医療技術名 多発性がんの患者さんに対するTP53遺伝子の遺伝学的検査 取扱患者数 1人

当該医療技術の概要

医療技術名 BRCA1/BRCA2遺伝子の遺伝学的検査 取扱患者数 ２人

当該医療技術の概要

医療技術名 家族性地中海熱の遺伝学的検査 取扱患者数 １人

当該医療技術の概要

医療技術名 縦隔腫瘍摘出術（ロボット支援） 取扱患者数 7人

当該医療技術の概要

医療技術名 がん遺伝子プロファイリング検査 取扱患者数 2人

当該医療技術の概要

医療技術名 超早産児の赤血球の生化学的特徴の解明と遷延性重症黄疸感受性遺伝子の同定 取扱患者数 ７人

当該医療技術の概要

医療技術名 先天性溶血性貧血の予後予測と早期医療介入を可能とする新規検査法の確立 取扱患者数 9人

当該医療技術の概要

医療技術名 新生児仮死に対する低体温療法 取扱患者数 5人

当該医療技術の概要

医療技術名 先天性サイトメガロウイルス感染症に対する抗ウイルス薬治療 取扱患者数 6人

当該医療技術の概要

医療技術名 新生児遷延性肺高血圧症に対する一酸化窒素吸入治療 取扱患者数 6人

当該医療技術の概要

医療技術名 耳管ピン手術 取扱患者数 30人

当該医療技術の概要

医療技術名 喉頭形成術 取扱患者数 100人

当該医療技術の概要

新生児遷延性肺高血圧症の児に対し，人工呼吸管理のもと高濃度酸素と一酸化窒素を用いて換気することで肺血管抵
抗を下げる治療。

頭蓋内病変，網膜脈絡膜炎，難聴など症候性の先天性サイトメガロウイルス感染症に対して6か月間バルガンシクロビルを
内服する治療。

重症新生児仮死に対し，水の還流するマットにより低体温にする療法で，生後6時間以内に開始し，72時間施行する。

生後2ヶ月以降も慢性溶血を認める症例に赤血球膜，赤血球酵素，ヘモグロビン異常の有無でスクリーニングし，最終的に先天性溶血性貧血関連遺伝
子（63遺伝子）の解析を行うものである。

赤血球特殊検査，網羅的遺伝子解析技術を用いて，超早産児の赤血球の特徴や遺伝学的背景の違いを明らかにし，遷延性重
症黄疸の発症予測マーカーを開発するものである。

遺伝性乳癌卵巣癌症候群疑いの患者さんに関する遺伝学的検査の実施。

固形がんを解析対象とした腫瘍組織の包括的ながんゲノムプロファイルを取得することで，患者さんのがん固有の遺伝子変
異を解析し，正確な診断や抗がん剤の選定など治療方針決定に有用な情報を提供する検査である。

喉頭形成術により反回神経麻痺の嗄声改善，声質の改善を図る。

ロボット支援下に縦隔腫瘍を摘出する手術。

数か月ごとに発熱を呈する家族性地中海熱（原因遺伝子はMEFV）の遺伝学的検査。

低フォスファターゼ症（TNSALP遺伝子）の遺伝学的検査。

TP53遺伝子の遺伝学的検査の実施。

耳管開放症患者へ上記手術を施行し症状改善を図る。



医療技術名 デュピクセント治療 取扱患者数 10人

当該医療技術の概要

医療技術名 HLA半合致造血幹細胞移植 取扱患者数 4人

当該医療技術の概要

医療技術名 間葉系幹細胞を用いたGVH病の治療 取扱患者数 1人

当該医療技術の概要

医療技術名 重症間質性肺病変合併皮膚筋炎に対するPMX-DHP療法 取扱患者数 2人

当該医療技術の概要

医療技術名 3T CMR imagingを用いたANCA関連血管炎の潜在性心臓病変の評価 取扱患者数 10 人

当該医療技術の概要

医療技術名 術中神経モニタリング支援下，脳腫瘍摘出術 取扱患者数 32人

当該医療技術の概要

医療技術名 5-Amino Levulinic Acid (5-ALA) による術中蛍光診断支援下，摘出術 取扱患者数 3人

当該医療技術の概要

医療技術名 MRIを基にした術中画像ナビゲーションシステム 取扱患者数 54人

当該医療技術の概要

医療技術名 覚醒下手術 取扱患者数 1人

当該医療技術の概要

医療技術名 MRIガイド下腫瘍生検術 取扱患者数 1人

当該医療技術の概要

医療技術名 carmustine脳内留置用剤 取扱患者数 3人

当該医療技術の概要

医療技術名 bevacizumab（アバスチン）の静脈内投与 取扱患者数 3人

当該医療技術の概要

医療技術名 交流電場腫瘍治療システムであるNovoTTF-100Aシステム 取扱患者数 1人

当該医療技術の概要

特定疾病である好酸球性副鼻腔炎を抗体医薬であるデュピクセントを投与することで改善させる画期的な保存的治療。

急性白血病の患者に対してHLA半合致の提供者から造血幹細胞移植を行った。移植後はシクロファスファミドで免疫抑
制を行った。

造血幹細胞移植後の重症急性GVH病患者に間葉系幹細胞テムセルを投与して治療した。

ANCA関連血管炎の心臓病変は無症候に進行し，顕性化すると重症化する可能性がある。3Tを用いたcardiac magnetic resonace
imagingを用いて，形態学的，機能的病態を把握し治療に結びつけることにより心臓合併症の重症化を予防する。

副腎皮質ステロイド薬，免疫抑制薬でコントロール不十分の重症間質性肺炎合併皮膚筋炎患者に対しpolymyxin B-immobilized fiber
column direct hemoperfusion (OMX-DHP)療法を行い救命した。

悪性神経膠腫の摘出率を上げるために，腫瘍細胞に取り込まれる5-ALAを内服した状態で手術を行い，術中に蛍光法で
腫瘍の位置を同定し，腫瘍を摘出する。

術中に，病変の解剖学的位置を同定することで，合併症を軽減しつつ，病変へのアプローチを容易にする。また最大限の
腫瘍摘出を目指す目的で行う。必要な症例ではDTI（神経線維の可視化）を併用して安全な手術を目指す。

術中に覚醒させ，言語機能を評価しながら腫瘍を摘出することで，特に，言語機能を温存しつつ腫瘍の最大限の摘出を
目指すために行う。

腫瘍が，基底核，視床，視床下部，脳幹などの重要構造物を有する深部に存在し，生検術を要する場合，定位脳手術の
手法で合併症を最小限にして，腫瘍の摘出を目指す。

悪性神経膠腫に対して，可及的に腫瘍を摘出した後に，摘出空にCarmustine(ACNU)を留置することで，抗腫瘍効果を期
待し，予後の改善を目指す。

bevacizmabは血管内皮細胞増殖因子vascular endothelial growth factor (VEGF) に対するモノクローナル抗体で，VEGFの働きを阻害することにより，血
管新生を抑えたり腫瘍の増殖や転移を抑えたりする作用を持つ分子標的治療薬である。悪性神経膠腫の再発例に対して，外来にてbevacismabによる化
学療法を行い，抗腫瘍効果を期待し，予後の改善を目指す。

初発の悪性神経膠腫に対して，腫瘍治療電場Tumor Treating Fields (TTF) と呼ばれる低強度・中間周波数の交流電場を発生させる携
帯可能な装置で交流電場が有糸分裂中期の核分裂停止を誘発し，がん細胞を死滅させることて予後の改善を目指す。

脳の機能を温存しつつ摘出率を上げるために，術中神経モニタリングを行いながら最大限の腫瘍摘出を行う。



医療技術名 小児もやもや病に対する血行再建術 取扱患者数 2人

当該医療技術の概要

医療技術名 水頭症に対する神経内視鏡手術 取扱患者数 4人

当該医療技術の概要

医療技術名 脳出血，脳室内出血に対する神経内視鏡手術 取扱患者数 3人

当該医療技術の概要

医療技術名 脳室内腫瘍に対する神経内視鏡手術 取扱患者数 2人

当該医療技術の概要

医療技術名 急性期脳梗塞に対する静脈血栓溶解(rt-PA)療法 取扱患者数 30人

当該医療技術の概要

医療技術名 急性期脳梗塞に対する経皮的血栓回収療法 取扱患者数 25人

当該医療技術の概要

医療技術名 脳血管内手術 取扱患者数 50人

当該医療技術の概要

医療技術名 パーキンソン病に対する脳深部刺激療法 取扱患者数 13人

当該医療技術の概要

医療技術名 不随意運動に対する脳深部刺激療法 取扱患者数 2人

当該医療技術の概要

医療技術名 難治性疼痛に対する脊髄刺激療法 取扱患者数 2人

当該医療技術の概要

医療技術名 新生児に対する水頭症に対する管理 取扱患者数 2人

当該医療技術の概要

医療技術名 脊髄髄膜瘤に対する修復術及び機能予後の改善を目指した集約的な加療 取扱患者数 3人

当該医療技術の概要

医療技術名 髄膜腫に対する腫瘍栄養血管塞栓術 取扱患者数 3人

当該医療技術の概要

小児もやもや病に対する直接血行再建術および間接血行再建術を行い，脳梗塞および脳出血の予防を目指す。

神経内視鏡を用いて，第三脳室底開窓術，透明中隔開窓術をはじめ，シャント術に依存しない治療を目指す。

神経内視鏡を用いて，脳出血，脳室内出血を低侵襲にて摘出することで機能予後の改善を目指す。

神経内視鏡を用いて，脳室内腫瘍を低侵襲にて摘出することで合併症を最小限にしつつ，腫瘍の摘出，および病理診断
の確定をめざした治療をおこなう。

急性期脳梗塞に対して，発症からの時間及び画像所見などから適応を判断し，投与を行う。

脳主幹動脈閉塞による急性期脳梗塞に対して，再開通を目的とし24時間体制で施行している。

脳動脈瘤，頭蓋内外血管狭窄症，硬膜動静脈瘻，脳動静脈奇形，急性虚血性脳卒中などの脳血管疾患に対して主に行
なっている。他にも脳腫瘍や慢性硬膜下血腫などの脳血管塞栓術も行う。

パーキンソン病に対する運動症状改善のため定位脳手術の手法により脳深部刺激電極を挿入し，完全埋設型刺激装置
を植え込み慢性電気刺激を行う。

本態性振戦などの不随意運動の改善のため定位脳手術の手法により脳深部刺激電極を挿入し，完全埋設型刺激装置を
植え込み慢性電気刺激を行う。

脳卒中後疼痛等の鎮痛薬が無効な難治性疼痛に対して，脊髄硬膜外刺激電極を挿入し，完全埋設型刺激装置を植え
込み慢性電気刺激を行い除痛効果を得る。

新生児科医師と密に連携を取り，診断・手術治療(PIカテーテル留置・貯留槽留置・シャント手術)ならびに術後全身管理を
おこなう。

脊髄髄膜瘤修復術・水頭症に対する手術・管理をおこなうと同時に，関係各科と連携して膀胱直腸障害や運動機能障
害，学習障害などの心理発達面での問題に対応していく。

開頭腫瘍摘出術の際に術中出血コントロールが難渋すると考えられる症例に対し，術前に腫瘍栄養血管をカテーテルを
用いた脳血管内治療により塞栓する。



医療技術名 ボトックス注射 取扱患者数 38人

当該医療技術の概要

医療技術名 破裂脳動脈瘤に対する脳動脈瘤クリッピング術 取扱患者数 14人

当該医療技術の概要

医療技術名 破裂脳動脈瘤に対する脳動脈瘤コイル塞栓術 取扱患者数 10人

当該医療技術の概要

医療技術名 未破裂脳動脈瘤に対する脳動脈瘤クリッピング術 取扱患者数 10人

当該医療技術の概要

医療技術名 未破裂脳動脈瘤に対する脳動脈瘤コイル塞栓術 取扱患者数 15人

当該医療技術の概要

医療技術名
中枢神経原発悪性リンパ腫 (PCNSL) に対するRMPV (リツキシマブ, メトトレキサート, プロカ
ルバジン, ビンクリスチン) 療法 取扱患者数 3人

当該医療技術の概要

医療技術名 小児悪性腫瘍に対する包括的な治療 取扱患者数 6人

当該医療技術の概要

医療技術名 下垂体腫瘍に対する神経内視鏡を用いた経鼻的な手術 取扱患者数 11人

当該医療技術の概要

医療技術名 重症頭部外傷に対する集約的加療 取扱患者数 5人

当該医療技術の概要

医療技術名 小児脊髄脂肪腫に対する加療 取扱患者数 1人

当該医療技術の概要

医療技術名 脳卒中後のリハビリテーション 取扱患者数 70人

当該医療技術の概要

医療技術名 JCOG1016 初発退形成性神経膠腫に対する多施設共同研究による治療開発 取扱患者数 1人

当該医療技術の概要

医療技術名 JCOG1303 星細胞腫瘍に対する多施設共同研究による治療開発 取扱患者数 2人

当該医療技術の概要

顔面痙攣，眼瞼痙攣，痙性斜頸，上肢・下肢痙縮等に対して，ボツリヌス毒素の筋肉内注射を行い，症状を改善させる。
筋電図計を用いて施注部位を確実に同定して行う。

破裂脳動脈瘤に対して急性期に再破裂予防目的に脳動脈瘤クリッピング術を施行する。クリッピング術またはコイル塞栓
術の決定に関しては動脈瘤の部位，個々の症例の状態などに合わせて症例検討を行っている。

破裂脳動脈瘤に対して急性期に再破裂予防目的にコイル塞栓術を施行する。コイル塞栓術またはクリッピング術の決定
に関しては動脈瘤の部位，個々の症例の状態などに合わせて症例検討を行っている。

未破裂脳動脈瘤については年齢，リスク因子から脳動脈瘤の破裂率を考え治療を行う。脳動脈瘤の部位や形状，大きさから術前に症例検討を行い治療
方針を決定する。未破裂脳動脈瘤に対しての脳動脈瘤クリッピング術は合併症を起こさないことが重要であり，インドシアニングリーンや超音波ドップラー
で周囲の血管の確認を行う。また運動機能の合併症が懸念されるような症例については神経モニタリングを行いながら，クリッピングを行う。

未破裂脳動脈瘤については年齢，リスク因子から脳動脈瘤の破裂率を考え治療を行う。脳動脈瘤の部位や形状，大きさから術前に症例検討を行い治療
方針を決定する。未破裂脳動脈瘤に対してのコイル塞栓術は合併症を起こさないことが重要であり，特に脳動脈瘤の母血管または周囲の穿通枝予防の
ため症例によりステントアシストなどを用いて行う。

中枢神経原発悪性リンパ腫に対して生検術にて診断が付き次第，すみやかに化学療法RMPV (リツキシマブ, メトトレキ
サート, プロカルバジン, ビンクリスチン) 療法を行っている。

小児脳腫瘍に対しては，安全かつ最大限の腫瘍摘出を目標とした手術を目指す。さらに術後も年齢・腫瘍局在・病理組織診断に応じて， 脳神経外科,
小児科（血液腫瘍科），放射線治療科で協議をおこない個々の症例に対して手術・化学療法・放射線治療を組み合わせたオーダーメイド治療をおこなっ
ている。また小児脳腫瘍多職種診療チームカンファレンスを開催することで，情報を共有するとともに，妊孕性を含む長期フォローアップを行っている。

神経内視鏡を使用し，鼻腔を経由して開頭することなく下垂体腫瘍を摘出する。これにより低侵襲かつ安全な手術を行うことが可能になった。同部位は脳
表から最も遠い部位の一つであり，従来の開頭手術では十分な腫瘍の摘出が困難であったが，本手技により全摘出を含む高い腫瘍摘出率を得られるよ
うになった。また，本手技は下垂体腫瘍のみならず，前頭蓋底や斜台部の腫瘍も摘出することができる。

救急救命センターと協力し積極的に治療を行うとともに，脳保護に努めて取り組んでいる。

術中神経モニタリングを併用して神経機能温存も考慮した，脊髄脂肪腫切除ならびに脊髄繋留解除手術を行っている。

脳卒中発症後に，再発予防を行いつつ，社会復帰に向けた早期リハビリテーションを行っている。

初発退形成性神経膠腫に対する術後塩酸ニムスチン（ACNU）化学放射線療法先行再発時テモゾロミド化学療法をテモ
ゾロミド化学放射線療法と比較するランダム化第III相試験。

手術後残存腫瘍のあるWHO Grade II星細胞腫に対する放射線単独治療とテモゾロミド併用放射線療法を比較するランダ
ム化第Ⅲ相試験。



医療技術名 JCOG1308 再発膠芽腫に対する多施設共同研究による治療開発 取扱患者数 2人

当該医療技術の概要

医療技術名 JCOG1703 初発膠芽腫に対する多施設共同研究による治療開発 取扱患者数 2人

当該医療技術の概要

医療技術名 JCOG1910 高齢者初発膠芽腫に対する多施設共同研究による治療開発 取扱患者数 2人

当該医療技術の概要

医療技術名 JCCG MB19 小児脳腫瘍に対する多施設共同研究による治療開発 取扱患者数 1人

当該医療技術の概要

医療技術名 JCCG EPN1501 小児脳腫瘍に対する多施設共同研究による治療開発 取扱患者数 1人

当該医療技術の概要

医療技術名 急性腎不全に対する持続血液ろ過透析(CHDF) 取扱患者数 245人

当該医療技術の概要

医療技術名 腹水ろ過濃縮再静注法(CART) 取扱患者数 28人

当該医療技術の概要

医療技術名 顆粒球除去療法(GCAP) 取扱患者数 60人

当該医療技術の概要

医療技術名 血漿交換(PE) 取扱患者数 33人

当該医療技術の概要

医療技術名 血漿吸着法(IAPP) 取扱患者数 14人

当該医療技術の概要

医療技術名 乾癬患者の生物学的製剤による治療 取扱患者数 114人

当該医療技術の概要

医療技術名 慢性蕁麻疹患者のオマリズマブ（抗IgE抗体）による治療 取扱患者数 69人

当該医療技術の概要

医療技術名 皮膚悪性腫瘍切除術 取扱患者数 ７８人

当該医療技術の概要

医療技術名 QGE031 取扱患者数 12人

当該医療技術の概要

初発膠芽腫に対する可及的摘出術＋カルムスチン脳内留置用剤留置＋テモゾロミド併用化学放射線療法と可及的摘出
術＋テモゾロミド併用化学放射線療法のランダム化第III相試験。

高齢者初発膠芽腫に対するテモゾロミド併用寡分割放射線治療に関するランダム化比較第III相試験。

小児髄芽腫に対し新規リスク分類を導入したチオテパ／メルファラン大量化学療法併用放射線減量治療の有効性と安全
性を検討する第II相試験。

膜型血漿分離器を用いて血液から血漿を分離し，血漿中に存在する病因関連物質を吸着器にて除去して自己免疫疾
患を改善させる。

小児上衣腫に対する術後腫瘍残存程度と組織型によるリスク分類を用いた集学的治療第Ⅱ相試験。

急性腎不全を呈し血圧低下を来すような全身状態不良の患者に対して血液濾過ならびに透析を1日6時間以上かけて緩
徐に行う。

癌や肝硬変によって溜まった腹水から濾過器と濃縮器を用いて有用なタンパク成分(アルブミンなど)を取り出し，再び体内
に点滴で戻す治療

潰瘍性大腸炎やクローン病といった自己免疫性腸疾患に対して，血液を体外循環させ，末梢血液中の炎症や免疫機能
の悪循環に関与する顆粒球，単球を選択的に吸着，除去をする。

血漿中に存在する病因関連物質や病態を悪化させていると考えられている物質を除去することで，病態を改善させる方
法。自己免疫疾患や凝固因子が不足する肝不全，血液疾患に適応する。

再発膠芽腫に対する用量強化テモゾロミド＋ベバシズマブ逐次併用療法をベバシズマブ療法と比較する多施設共同ラン
ダム化第III相試験。

ﾋｽﾀﾐﾝH1受容体拮抗薬で十分なｺﾝﾄﾛｰﾙが得られない慢性特発性蕁麻疹(CSU)の青少年患者及び成人患者に投与した
ときのligelizumab(QGE031)の有効性及び安全性を検討する,多施設共同,ﾗﾝﾀﾞﾑ化,二重盲検,実薬･ﾌﾟﾗｾﾎﾞ対照試験

乾癬では皮疹が広範囲に及んだり，範囲が限局的でも爪など特定部位に症状がある場合はQoLが著しく障害される。また，関節症状が
出現し不可逆的な変化をもたらすこともある。そのような乾癬患者に対し，生物学的製剤による治療を行った。

慢性蕁麻疹は掻痒感を伴う膨疹が繰り返し出現し，QoLが著しく障害される。抗ヒスタミン剤に代表される治療法に抵抗性
の慢性蕁麻疹患者に対し，オマリズマブによる治療を行った。

悪性黒色腫，有棘細胞癌，基底細胞癌，ボーエン病，日光角化症，乳房外paget病や，その他希少な皮膚悪性腫瘍に対
し皮膚悪性腫瘍切除術を行った。



医療技術名 LOU064 取扱患者数 13人

当該医療技術の概要

医療技術名 AIN457 取扱患者数 11人

当該医療技術の概要

医療技術名 UCB4940(Bimekizumab) 取扱患者数 5人

当該医療技術の概要

医療技術名 ABBV-066 取扱患者数 11人

当該医療技術の概要

医療技術名 ABT-494 取扱患者数 7人

当該医療技術の概要

医療技術名 LY3074828 取扱患者数 4人

当該医療技術の概要

医療技術名 BMS-986165 取扱患者数 6人

当該医療技術の概要

医療技術名 UCB4940(Bimekizumab) 取扱患者数 1人

当該医療技術の概要

医療技術名 BI655130 取扱患者数 1人

当該医療技術の概要

医療技術名 取扱患者数 人

当該医療技術の概要

（注） 1 当該医療機関において高度の医療と判断するものが他にあれば，前年度の実績を記入すること。

（注） 2 医療法施行規則第六条の四第四項の規定に基づき，がん，循環器疾患等の疾患に関し，高度かつ専門的な医
療を提供する特定機能病院として十以上の診療科名を標榜する病院については，他の医療機関での実施状況を含め，
当該医療技術が極めて先駆的であることについて記入すること（当該医療が先進医療の場合についても記入すること）。

中等度から重度の掌蹠膿疱症を対象としたSpesolimabの有効性及び安全性を評価する，多施設共同，無作為化，二重盲
検，ランダム化第Ⅱ相試験。

活動性乾癬性関節炎を有する患者を対象としてBIMEKIZUMABの有効性及び安全性を評価する多施設共同，無作為
化，二重盲検，プラセボ対照，実薬対照（アダリムマブ），第Ⅲ相試験。

中等度から重度の局面型局面型皮疹を有する乾癬患者を対象とした，BMS-986165の有効性および安全性を検討する，
多施設共同，プラセボ及び実薬対照，ランダム化二重盲検第Ⅲ相試験。

中等症から重症の局面型皮疹を有する乾癬患者を対象に，mirikizumab の有効性及び安全性をセクキヌマブ及びプラセ
ボと比較する多施設共同無作為化二重盲検プラセボ対照試験。

日本の中等症から重症の青少年及び成人アトピー性皮膚炎患者におけるステロイド外用薬併用下のウパダシチニブの安
全性を評価する第III 相無作為化多施設共同二重盲検試験。

中等度から重度の慢性局面型乾癬に対する維持投与におけるrisankizumabの安全性及び有効性を評価する多施設共
同，ランダム化，二重盲検，プラセボ対照，第III相試験。

中等度～重度の局面型皮疹を有する慢性尋常性乾癬の成人患者を対象としてBIMEKIZUMABの長期投与における，安
全性，忍容性及び有効性を評価する多施設共同，非盲検試験 第Ⅲ相試験。

中等症から重症の化膿性汗腺炎を有する成人患者を対象に，2つの投与方法でセクキヌマブを皮下投与したときの短期（16週間）及び
長期（最長1年間）の有効性，安全性，及び忍容性を検討する，ランダム化，二重盲検，多施設共同試験。

ヒスタミンH1受容体拮抗薬で十分なコントロールが得られない慢性特発性蕁麻疹を有する成人患者を対象にLOU064の有効性，安全
性，及び忍容性を検討する多施設共同，ランダム化，二重盲検，プラセボ対照，第IIb相用量設定試験。



疾 患 名 患者数 疾 患 名 患者数
1 筋萎縮性側索硬化症 6 56 アジソン病 1
2 脊髄性筋萎縮症 1 57 サルコイドーシス 25
3 進行性核上性麻痺 1 58 特発性間質性肺炎 11
4 パーキンソン病 201 59 肺動脈性肺高血圧症 4
5 シャルコー・マリー・トゥース病 3 60 慢性血栓塞栓性肺高血圧症 5
6 重症筋無力症 47 61 網膜色素変性症 15
7 多発性硬化症／視神経脊髄炎 34 62 特発性門脈圧亢進症 3

8
慢性炎症性脱髄性多発神経炎／多巣性運
動ニューロパチー

3 63
原発性胆汁性胆管炎

32
9 封入体筋炎 2 64 自己免疫性肝炎 15
10 多系統萎縮症 8 65 クローン病 17
11 脊髄小脳変性症(多系統萎縮症を除く。) 14 66 潰瘍性大腸炎 91
12 ミトコンドリア病 5 67 好酸球性消化管疾患 1
13 もやもや病 7 68 全身型若年性特発性関節炎 5
14 特発性基底核石灰化症 2 69 筋ジストロフィー 6
15 全身性アミロイドーシス 2 70 脊髄空洞症 1
16 神経線維腫症 2 71 遺伝性ジストニア 2
17 天疱瘡 3 72 結節性硬化症 3
18 膿疱性乾癬（汎発型） 3 73 類天疱瘡（後天性表皮水疱症を含む。） 8
19 高安動脈炎 10 74 特発性後天性全身性無汗症 1
20 巨細胞性動脈炎 1 75 マルファン症候群 1
21 結節性多発動脈炎 4 76 ウィルソン病 1
22 顕微鏡的多発血管炎 18 77 無脾症候群 1
23 多発血管炎性肉芽腫症 5 78 ファロー四徴症 2
24 好酸球性多発血管炎性肉芽腫症 12 79 一次性ネフローゼ症候群 13
25 バージャー病 9 80 紫斑病性腎炎 4
26 原発性抗リン脂質抗体症候群 1 81 間質性膀胱炎（ハンナ型） 1
27 全身性エリテマトーデス 150 82 オスラー病 1
28 皮膚筋炎／多発性筋炎 45 83 副腎皮質刺激ホルモン不応症 1
29 全身性強皮症 33 84 尿素サイクル異常症 1
30 混合性結合組織病 17 85 原発性高カイロミクロン血症 1
31 シェーグレン症候群 87 86 家族性地中海熱 2
32 成人スチル病 6 87 強直性脊椎炎 5
33 再発性多発軟骨炎 1 88 後天性赤芽球癆 1
34 ベーチェット病 22 89 ダイアモンド・ブラックファン貧血 1
35 特発性拡張型心筋症 35 90 自己免疫性後天性凝固因子欠乏症 2
36 肥大型心筋症 5 91 胆道閉鎖症 4
37 再生不良性貧血 13 92 ＩｇＧ４関連疾患 2
38 自己免疫性溶血性貧血 2 93 好酸球性副鼻腔炎 5
39 発作性夜間ヘモグロビン尿症 1 94 特発性多中心性キャッスルマン病 1
40 特発性血小板減少性紫斑病 27 95
41 原発性免疫不全症候群 3 96
42 IgＡ 腎症 20 97
43 多発性嚢胞腎 12 98
44 黄色靱帯骨化症 5 99
45 後縦靱帯骨化症 26 100
46 広範脊柱管狭窄症 2 101
47 特発性大腿骨頭壊死症 9 102
48 下垂体性ADH分泌異常症 9 103
49 下垂体性PRL分泌亢進症 3 104
50 クッシング病 1 105
51 下垂体性成長ホルモン分泌亢進症 6 106
52 下垂体前葉機能低下症 12 107
53 家族性高コレステロール血症（ホモ接合 1 108
54 先天性副腎皮質酵素欠損症 3 109
55 先天性副腎低形成症 1 110

（注） 「患者数」欄には、前年度の年間実患者数を記入すること。

4 指定難病についての診療

高度の医療の提供の実績
（様式第2）



5 届出が受理されている診療報酬制度における施設基準等（基本診療科）

・

・

・

・

・病棟薬剤業務実施加算 1・2 ・

・後発医薬品使用体制加算 1

・褥瘡ハイリスク患者ケア加算

・ハイリスク妊娠管理加算

・ハイリスク分娩管理加算

・

・

・

・

・

・

・精神科リエゾンチーム加算

・栄養サポートチーム加算

・総合周産期特定集中治療室管理料

・新生児治療回復室入院医療管理料

・小児入院医療管理料 1

・

・

・

・データ提出加算 2

・入退院支援加算 1・3（地域連携診療計画加算，入院時支
援加算，総合機能評価加算）

・せん妄ハイリスク患者ケア加算

・精神疾患診療体制加算

・精神科急性期医師配置加算 2のイ

・排尿自立支援加算

・地域医療体制確保加算

・救命救急入院料 4

・特定集中治療室管理料 3（早期離床・リハビリテーション加
算，早期栄養介入管理加算）

・医療安全対策加算 1

・感染防止対策加算 1(感染防止対策地域連携加算，抗菌
薬適正使用支援加算）

・患者サポート体制充実加算

・重症者等療養環境特別加算

・無菌治療室管理加算 1

・緩和ケア診療加算

・精神科身体合併症管理加算

・超急性期脳卒中加算

・診療録管理体制加算 2

・医師事務作業補助体制加算 1 50:1

・急性期看護補助体制加算 25：1（看護補助者5割以上）

・看護職員夜間配置加算 12:1配置加算 2

・看護補助加算 2 (精神病棟）

高度の医療の提供の実績

施 設 基 準 の 種 類 施 設 基 準 の 種 類

・特定機能病院入院基本料（一般病棟7：1入院基本料，結
核病棟7：1入院基本料，精神病棟13：1入院基本料）

・入院時食事療養（Ⅰ）

・地域歯科診療支援病院歯科初診料

・歯科外来診療環境体制加算 2

・歯科診療特別対応連携加算

・救急医療管理加算

（様式第2）



6 届出が受理されている診療報酬制度における施設基準等（特掲診療科）

・遺伝カウンセリング加算

・国際標準検査管理加算

・検体検査管理加算（Ⅰ）・（Ⅳ）

・ＢＲＣＡ１／２遺伝子検査

・骨髄微小残存病変量測定

・遺伝学的検査

・小児食物アレルギー負荷検査

・先天性代謝異常症検査

・在宅腫瘍治療電場療法指導管理料

・在宅経肛門的自己洗腸指導管理料

・医療機器安全管理料 １・２ ・補聴器適合検査

・医療機器安全管理料 （歯科） ・コンタクトレンズ検査料 １

・精神科退院時共同指導料２

・肝炎インターフェロン治療計画料 ・ヘッドアップティルト試験

・ハイリスク妊産婦連携指導料 ２ ・終夜睡眠ポリグラフィー（安全精度管理下で行うもの）

・薬剤管理指導料 ・神経学的検査

・療養・就労両立支援指導料の注３に掲げる相談支援加算 ・心臓カテーテル法による諸検査の血管内視鏡検査加算

・がん治療連携計画策定料 ・胎児心エコー法

・外来排尿自立指導料 ・時間内歩行試験及びシャトルウォーキングテスト

・院内トリアージ実施料

・外来放射線照射診療料

・ニコチン依存症管理料（情報通信機器を用いた診療体制
を有する）

・遺伝性腫瘍カウンセリング加算

・乳腺炎重症化予防ケア・指導料 ・HPV核酸検出及びHPV核酸検出（簡易ジェノタイプ判定）

・婦人科特定疾患治療管理料

・腎代替療法指導管理料

・ウイルス・細菌核酸多項目同時検出

・移植後患者指導管理料（臓器移植後・造血幹細胞移植
後）

・糖尿病透析予防指導管理料

・小児運動器疾患指導管理料

・がん性疼痛緩和指導管理料 ・持続血糖測定器加算及び皮下連続式グルコース測定

・がん患者指導管理料 イ・ロ・ハ・ニ

・外来緩和ケア管理料

・がんゲノムプロファイリング検査

・外来栄養食事指導料（注２に規定する施設基準） ・在宅植込型補助人工心臓（非拍動流型）指導管理料

・心臓ペースメーカー指導管理料の注５に掲げる遠隔モニタ
リング加算

・糖尿病合併症管理料

高度の医療の提供の実績

施 設 基 準 の 種 類 施 設 基 準 の 種 類

・歯科疾患管理料の注11に規定する総合医療管理加算
・在宅酸素療法指導管理料の注2に規定する遠隔モニタリン

グ加算

・歯科治療時医療管理料
・在宅持続陽圧呼吸療法指導管理料の遠隔モニタリング加

算

（様式第2）



6 届出が受理されている診療報酬制度における施設基準等（特掲診療科）

・ＣＡＤ/ＣＡＭ冠

・エタノールの局所注入（副甲状腺）

・静脈圧迫処置（慢性静脈不全に対するもの）

・硬膜外自家血注入

・エタノールの局所注入（甲状腺）

・内服・点滴誘発試験 ・医療保護入院等診療料

・経気管支凍結生検法

・画像診断管理加算2

・人工腎臓 （慢性維持透析を行った場合 １）

・導入期加算 ２ 及び腎代替療法実績加算

・下肢末梢動脈疾患指導管理加算

・皮膚移植術（死体）

・後縦靭帯骨化症手術（前方進入によるもの）

・椎間板内酵素注入療法

・角膜移植術（内皮移植加算）

・羊膜移植術

・CT撮影及びMRI撮影

・冠動脈CT撮影加算

・血流予備量比コンピューター断層撮影

・外傷全身CT加算

・心臓MRI撮影加算

・乳房MRI撮影加算

・小児鎮静下MRI撮影加算

・運動器リハビリテーション料 （Ⅰ）

・呼吸器リハビリテーション料 （Ⅰ）

・抗悪性腫瘍剤処方管理加算

・外来化学療法加算 １

・連携充実加算

・無菌製剤処理料

・心大血管疾患リハビリテーション料 （Ⅰ）

・脳血管疾患等リハビリテーション料 （Ⅰ）

・がん患者リハビリテーション料

・リンパ浮腫複合的治療料

・集団コミュニケーション療法料

・歯科口腔リハビリテーション料 ２

・認知療法・認知行動療法 １

・緑内障手術（緑内障治療用インプラント挿入術（プレートの
あるもの））

・精神科デイ・ケア「小規模なもの」 ・網膜再建術

・抗精神病特定薬剤治療指導管理料（治療抵抗性統合失
調症治療指導管理料に限る。）

・人工中耳植込術，人工内耳植込術，植込型骨導補聴器移
植術及び植込型骨導補聴器交換術

・仙骨神経刺激装置植込術及び仙骨神経刺激装置交換術
（過活動膀胱）

・精神科ショート・ケア「小規模なもの」

・骨移植術（軟骨移植術を含む。）（自家培養軟骨移植術に
限る。）

・四肢・躯幹軟部悪性腫瘍手術及び骨悪性腫瘍手術の注に
掲げる処理骨再建加算

・組織拡張器による再建手術（乳房（再建手術）の場合に限
る。）

・頭蓋内腫瘍摘出術 脳腫瘍覚醒下マッピング加算

・脳刺激装置植込術（頭蓋内電極植込術を含む。）及び脳
刺激装置交換術

・脊髄刺激装置植込術及び脊髄刺激装置交換術

・有床義歯修理及び有床義歯内面適合法の歯科技工加算

・透析液水質確保加算及び慢性維持透析濾過加算

高度の医療の提供の実績

施 設 基 準 の 種 類 施 設 基 準 の 種 類

（様式第2）



6 届出が受理されている診療報酬制度における施設基準等（特掲診療科）

・腹腔鏡下リンパ節群郭清術（傍大動脈）

・鏡視下喉頭悪性腫瘍手術

・胸腔鏡下弁形成術及び胸腔鏡下弁置換術

・経皮的中隔心筋焼灼術

・人工尿道括約筋植込・置換術

・腹腔鏡下前立腺悪性腫瘍手術

・腹腔鏡下仙骨膣固定術

・両室ペーシング機能付き植込型除細動器移植術（経静脈電極の場合）及
び両室ペーシング機能付き植込型除細動器交換術（経静脈電極の場合）

・腹腔鏡下子宮悪性腫瘍手術（子宮体がんに限る。）

・早期悪性腫瘍大腸粘膜下層剥離術

・生体腎移植術

・膀胱水圧拡張術

・腹腔鏡下膀胱悪性腫瘍手術

・胎児胸腔・羊水腔シャント術

・ペースメーカー移植術及びペースメーカー交換術（リードレ
スペースメーカー）

・両心室ペースメーカー移植術（経静脈電極の場合）及び両
心室ペースメーカー交換術（経静脈電極の場合）

・腹腔鏡下膣式子宮全摘術（内視鏡手術用支援機器を用い
る場合）

・植込型除細動器移植術（経静脈リードを用いるもの又は皮下植込型リード
を用いるもの），植込型除細動器交換術（その他のもの）及び経静脈電極抜
去術

・腹腔鏡下子宮悪性腫瘍手術（子宮体がんに対して内視鏡
手術用支援機器を用いる場合）

・植込型補助人工心臓（非拍動流型）

・輸血適正使用加算

・ペースメーカー移植術及びペースメーカー交換術
・腹腔鏡下前立腺悪性腫瘍手術（内視鏡手術用支援機器を

用いるもの）

・大動脈バルーンパンピング法（IABP法）

・補助人工心臓

・腹腔鏡下子宮悪性腫瘍手術（子宮頸がんに限る。）

・経皮的循環補助法（ポンプカテーテルを用いたもの）

・胃瘻造設術（内視鏡下胃瘻造設術，腹腔鏡下胃瘻造設術
を含む。）

・経皮的下肢動脈形成術

・乳腺悪性腫瘍手術（乳輪温存乳房切除術（腋窩郭清を伴わないもの）及
び乳輪温存乳房切除術（腋窩郭清を伴うもの））

・ゲル充填人工乳房を用いた乳房再建術（乳房切除後）
・腹腔鏡下腎盂形成手術（内視鏡手術用支援機器を用いる

場合）

・胸腔鏡下縦隔悪性腫瘍手術（内視鏡手術用支援機器を用
いる場合）

・腹腔鏡下腎悪性腫瘍手術（内視鏡手術用支援機器を用い
るもの）

・胸腔鏡下良性縦隔腫瘍手術（内視鏡手術用支援機器を用
いる場合）

・肺悪性腫瘍手術（壁側・臓側胸膜全切除（横隔膜，心膜合
併切除を伴うもの）に限る。）

・経皮的冠動脈形成術（特殊カテーテルによるもの）

・輸血管理料Ⅰ

・内視鏡下甲状腺部分切除，腺腫摘出術，内視鏡下バセドウ甲状腺全摘
（亜全摘）術（両葉），内視鏡下副甲状腺（上皮小体）腺腫過形成手術

・腹腔鏡下肝切除術(部分切除及び外側区域切除）

・乳腺腫瘍画像ガイド下吸引術（一連につき）（MRIによるも
の）

・生体部分肝移植術

・乳がんセンチネルリンパ節加算２及びセンチネルリンパ節
生検（単独）

・腹腔鏡下膵腫瘍摘出術

・乳がんセンチネルリンパ節加算１及びセンチネルリンパ節
生検（併用）

・腹腔鏡下膵体尾部腫瘍切除術

施 設 基 準 の 種 類 施 設 基 準 の 種 類

・内視鏡下鼻・副鼻腔手術Ⅴ型（拡大副鼻腔手術）

・鏡視下咽頭悪性腫瘍手術（軟口蓋悪性腫瘍手術を含
む。）

・腹腔鏡下小切開副腎摘出術，腹腔鏡下小切開腎部分切除術，腹腔鏡下
小切開腎摘出術，腹腔鏡下小切開腎（尿管）悪性腫瘍手術，腹腔鏡下小切
開前立腺悪性腫瘍手術

・喉頭形成手術（甲状軟骨固定用器具を用いたもの）
・胆管悪性腫瘍手術（膵頭十二指腸切除及び肝切除（葉以

上）を伴うものに限る。）

・バルーン閉塞下逆行性経静脈的塞栓術

高度の医療の提供の実績

（様式第2）



6 届出が受理されている診療報酬制度における施設基準等（特掲診療科）

・ ・

・ ・

・ ・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・胃瘻造設時嚥下機能評価加算 ・

・

・人工肛門・人工膀胱造設術前処置加算 ・

・

・自己生体組織接着剤作成術 ・

・広範囲顎骨支持型装置埋入手術 ・

・麻酔管理料Ⅰ・Ⅱ ・

・自己クリオプレシピテート作製術（用手法） ・

・同種クリオプレシピテート作製術 ・

高度の医療の提供の実績

施 設 基 準 の 種 類 施 設 基 準 の 種 類

・コーディネート体制充実加算 ・

・歯科麻酔管理料

・放射線治療専任加算

・外来放射線治療加算

・定位放射線治療

・定位放射線治療呼吸移動対策加算

・画像誘導密封小線源治療加算

・高エネルギー放射線治療

・1回線量増加加算 ２ （ＩＭＲＴ）

・強度変調放射線治療（ＩＭＲＴ）

・画像誘導放射線治療加算（ＩＧＲＴ）

・体外照射呼吸性移動対策加算

・病理診断管理加算 ２

・悪性腫瘍病理組織標本加算

・口腔病理診断管理加算 ２

・クラウン・ブリッジ維持管理料

（様式第2）



7 診療報酬の算定方法に先進医療から採り入れられた医療技術

8 病理・臨床検査部門の概要

１．臨床検査部門と病理診断部門は別々である。

(注） 「症例検討会の開催頻度」及び「剖検の状況」欄には、前年度の実績を記入すること。

臨床部門が病理診断部門或いは臨床検査部門と開催
した症例検討会の開催頻度

７回

剖 検 の 状 況

・

・

剖検症例数 ２９例 ／ 剖検率 ７．２%

２．臨床検査部門と病理診断部門は同一部門にまとめられている。

・

・ ・

(注) 1 特定機能病院の名称の承認申請の場合には、必ずしも記入しなくともよいこと。
(注) 2 「施設基準等の種類」欄には、特定機能病院の名称の承認申請又は業務報告を行う３年前の４月以降に、診療報酬の算定
方法(平成二○年厚生労働省告示第五九号)に先進医療（当該病院において提供していたものに限る。）から採り入れられた医療技
術について記入すること。

臨床検査及び病理診断を実施する部門の状況

・

・

・

・

・

・ ・

・

・

・

・

・

・

高度の医療の提供の実績

施 設 基 準 等 の 種 類 施 設 基 準 等 の 種 類

・ＭＥＮ１遺伝子診断 ・

・多少点眼内レンズを用いた水晶体再建術

・

・

・

・

・

・

・

・

・

（様式第2）



1 研究費補助等の実績

金 額

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

微生物学分野

大日方 大亮 泌尿器科学分野 4,680,000

口腔と胎盤マイクロバイ
オームによるジカ熱垂直
感染機構の解明

早川 智

1,560,000

高度の医療技術の開発及び評価を行う能力を有することを証する書類

研 究 課 題 名 研 究 者 氏 名 所 属 部 門
補助元又は委託

元

文科省科
研費

マルチサイトなラジカルキ
レート配位子の開発とフェ
リ磁性体の構築

岡澤 厚 化学分野 1,170,000

文科省科
研費

アルコール脱水素酵素の
臓器障害発症への関与

奥田 貴久 法医学分野 2,600,000

2,340,000
文科省科
研費

会議録を活用した希少が
ん診断支援情報システム
の構築

中西 陽子 腫瘍病理学分野

文科省科
研費

生体内インスリン動態制御
機構の新規in vivo肝・膵イ
メージング法による解明

金丸 和典 細胞分子薬理学部門 6,760,000
文科省科
研費

飯野 正光 細胞分子薬理学部門 6,500,000
文科省科
研費

変形性膝関節症に対する
脱分化脂肪細胞関節内投
与による細胞治療開発

松本 太郎
細胞再生・移植医学
分野

6,370,000
文科省科
研費

岡田 真広 放射線医学分野 650,000
文科省科
研費

ヒト不安定粥腫類似病変を
持つミニブタを用いたステ
ント留置後合併症メカニズ
ムの検討

李 予昕
細胞再生・移植医学
分野

1,560,000
文科省科
研費

文科省科
研費

肝細胞癌の高精度放射線
治療効果を高めるための
放射線肝障害病態解明

膵β細胞活動を生体内で
可視化する新規指標を用
いた２型糖尿病治療戦略
基盤の探索

進行性前立腺がんにおけ
る転写因子OCT1の治療
抵抗性獲得機序の解明と
その臨床応用

（様式第3）



補

委

補

委

補

委

補

委

補
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委

補

委

補

委

相沢 信 生体構造医学分野 910,000
文科省科
研費

ALS発症前に軸索変性す
る運動ニューロンの特徴の
解明

吉川 雅朗 生体構造医学分野 1,430,000
文科省科
研費

高橋 昌里 小児科学分野 1,430,000
文科省科
研費

新規ベンゾ(a)ピレンDNA
付加体形成メカニズムの
解明と遺伝毒性予防食品
の探索

宇野 茂之 生化学分野 1,560,000
文科省科
研費

造血微小環境におけるスト
ローマ細胞の構成様式と
造血支持機能

水村 賢司 呼吸器内科学分野 1,170,000
文科省科
研費

心理社会的ストレスによる
喘息増悪の分子病態の解
析

丸岡 秀一郎 呼吸器内科学分野 910,000
文科省科
研費

胎児期低栄養による腎障
害および高血圧発症メカ
ニズムの解明

松田 裕之
医学研究企画・推進
室

1,300,000
文科省科
研費

心房周囲脂肪における心
房細動の進展の解明：肥
満犬心房細動モデルを用
いた検討

奥村 恭男 循環器内科学分野 1,560,000
文科省科
研費

COPDにおけるネクロプ
トーシスによるミトコンドリア
DNA放出と気道炎症の解
明

落合 豊子 皮膚科学分野 1,170,000
文科省科
研費

多発性嚢胞腎の疾患特異
的iPS細胞由来腎集合管
細胞の機能解析と治療薬
の探索

及川 治
腎臓高血圧内分泌内
科学分野

1,300,000
文科省科
研費

HCaRG/COMMD5は腎尿
細管上皮バリアー機構を
増強し急性腎障害を改善
する

川名 敬 産婦人科学分野 1,820,000
文科省科
研費

免疫性腎炎に対する脱分
化脂肪細胞療法の開発

丸山 高史
腎臓高血圧内分泌内
科学分野

1,430,000
文科省科
研費

プラズマ照射液/NOxド
ナーによるメラノーマ治療
の基礎研究

パーキンソン病患者の視
床下核内神経活動の分布

小林 一太 神経外科学分野 26,000
文科省科
研費

HPV分子を標的とした癌
免疫療法剤のコンパニオ
ン診断開発のための基礎
的研究
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風間 智彦
細胞再生・移植医学
分野

1,170,000
文科省科
研費

北野 尚孝 歯科口腔外科学分野 1,560,000
文科省科
研費

蝸牛・前庭症状を伴う線維
筋痛症におけるエクソソー
ムの作用機序の解明

野村 泰之
耳鼻咽喉・頭頸部外
科学分野

1,300,000
文科省科
研費

創傷治癒過程に出現する
脂肪細胞由来線維芽細胞
の形質及び機能解析

中西 一義 整形外科学分野 780,000
文科省科
研費

ユビキトーム解析による歯
周疾患のバイオマーカー
開発

土田 祥央 臨床検査医学分野 1,300,000
文科省科
研費

Del1による遺伝子治療と
抗体薬の併用療法の効果

權 寧博 呼吸器内科学分野 1,820,000
文科省科
研費

労働者の休養が心身の健
康に与える影響について
の総合的疫学研究

井谷 修 公衆衛生学分野 1,690,000
文科省科
研費

ウェアラブル端末を用いた
日常生活動作における体
幹・四肢運動機能評価とロ
コモ対策

相澤 志保子 微生物学分野 1,170,000
文科省科
研費

感性において個体差を生
じる過程に関与する選択
的な脳内抑制系の探索

松川 睦 生体構造医学分野 1,430,000
文科省科
研費

ヒト化マウスを用いた難治
性喘息動物モデルの構築
と病態解析への応用

木下 浩作
救急集中治療医学分
野

1,560,000
文科省科
研費

糖尿病と糖尿病性腎症の
進展を抑制するプロテイン
Sを増加させるPIポリアミド
の開発

常見 明子
腎臓高血圧内分泌内
科学分野

1,430,000
文科省科
研費

抗酸菌の防御における細
胞性免疫応答の解析と新
規ワクチン開発

乳癌組織周囲における脂
肪細胞の挙動の解明と新
規治療法の開発

金田 英秀 小児外科学分野 1,690,000
文科省科
研費

集中治療後症候群におけ
る脳機能障害発生機序の
解明－脳萎縮と神経学的
転帰との相関－

パーキンソン病に対する脳
深部刺激療法の治療利益
の最大化に関する研究

深谷 親 神経外科学分野 780,000
文科省科
研費
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吉野 篤緒 神経外科学分野 1,300,000
文科省科
研費

佐藤 美紀子 産婦人科学分野 1,820,000
文科省科
研費

悪性神経膠腫における抗
てんかん薬の抗腫瘍効果

副島 一孝 形成外科学分野 1,560,000
文科省科
研費

去勢抵抗性前立腺がんの
アンドロゲン受容体転写協
調因子を標的としたポリア
ミド創薬

髙橋 悟 泌尿器科学分野 1,170,000
文科省科
研費

腫瘍由来のエリスロポエチ
ンが子宮筋腫を巨大に増
大させる機序の解明と臨
床的応用

兼板 佳孝 公衆衛生学分野 1,300,000
文科省科
研費

脱分化脂肪細胞による耳
管構造の改変 －難治性
中耳・耳管疾患の新治療
戦略－

大島 猛史
耳鼻咽喉・頭頸部外
科学分野

1,430,000
文科省科
研費

脱分化脂肪細胞(DFAT)を
導入した人工真皮と自家
培養表皮による皮膚再建
法の確立

岩﨑 賢一 衛生学分野 650,000
文科省科
研費

顎口腔組織幹細胞を用い
たオルガノイド試験管内再
構築法確立のための革新
的基礎研究

阿部 成宏 歯科口腔外科学分野 894,149
文科省科
研費

インターネットやスマート
フォンの適切使用に関す
る保健教育と介入効果に
関する研究

原 誠 神経内科学分野 1,690,000
文科省科
研費

マイクロ流路によるコア
シェル型PBAナノ粒子の
結晶成長制御とヘテロ接
着界面の観測

糸井 充穂 物理学分野 1,820,000
文科省科
研費

体液上方変位と高二酸化
炭素血症が脳血流調節機
能に与える複合影響の用
量依存性

不規則再生肝細胞に着目
した新規肝癌バイオマー
カーと創薬ターゲットの開
発

山﨑 元美
消化器肝臓内科学分
野

1,560,000
文科省科
研費

自己免疫性脳炎の新規治
療ターゲット同定を目指し
た神経細胞表面抗体の分
子病態解明

ポータブル睡眠脳波計を
用いたうつ病個別化医療
の実現に関する研究

鈴木 正泰 精神医学分野 1,560,000
文科省科
研費
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石橋 直也 放射線医学分野 1,300,000
文科省科
研費

森岡 一朗 小児科学分野 1,170,000
文科省科
研費

PIポリアミドによる低酸素
細胞に対する放射線増感
剤の開発

阿部 雅紀
腎臓高血圧内分泌内
科学分野

1,560,000
文科省科
研費

膀胱内薬剤注入療法にお
ける網内系との関連の解
明

前林 俊也 放射線医学分野 1,300,000
文科省科
研費

超早産児の赤血球の生化
学的特徴の解明と遷延性
重症黄疸感受性遺伝子の
同定

岡山 吉道 医学教育センター 1,690,000
文科省科
研費

肝線維化進展機序解明を
目的としたインテグリンβ１
と細胞接着に関する研究

増﨑 亮太
消化器肝臓内科学分
野

2,340,000
文科省科
研費

糖尿病性腎症進展におけ
るUSF1の関与とUSF1結合
阻害PIポリアミドの創薬開
発

石原 寿光
糖尿病代謝内科学分
野

1,430,000
文科省科
研費

炎症性皮膚疾患患者にお
ける末梢血リポクオリ
ティーの解析

藤田 英樹 皮膚科学分野 1,300,000
文科省科
研費

慢性特発性蕁麻疹の病態
におけるマスト細胞と好塩
基球の活性化機構の解明

小松 篤史 産婦人科学分野 910,000
文科省科
研費

Study on mechanisms of
rubella virus infection to
the fetus, possible
alternative cellular
receptors and factors
affecting the virus
infection

ＴＲＩＮＨ ＤＵＹ Ｑ
ＵＡＮＧ

微生物学分野 1,560,000
文科省科
研費

膵島ホルモン分泌細胞の
代謝特性の解析と偽膵島
作製による代謝・分泌障害
機構の解明

TGF-β1を標的とするポリ
アミドによる肝癌治療法の
開発

髙木 惠子 消化器外科学分野 1,690,000
文科省科
研費

HPVE7癌蛋白質を標的と
した免疫療法のｺﾝﾊﾟﾆｵﾝ
診断開発のための基礎的
研究

子宮頸癌におけるWEE1
阻害薬の検討およびその
免疫環境の評価

池田 悠至 産婦人科学分野 1,430,000
文科省科
研費
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松﨑 洋海
耳鼻咽喉・頭頸部外
科学分野

2,470,000
文科省科
研費

﨑元 暢 眼科学分野 1,560,000
文科省科
研費

気道乳頭腫における予後
予測因子の探索：診療の
効率化を目指して

樫村 勉 形成外科学分野 1,170,000
文科省科
研費

味細胞内味覚受容Caシグ
ナルの生体内イメージング
と亜鉛欠乏による味覚障
害機序解析

田中 真琴
耳鼻咽喉・頭頸部外
科学分野

1,040,000
文科省科
研費

角膜神経のドライアイ疼痛
症状に関与するメカニズム
解明と治療応用

沖津 祥子 微生物学分野 2,080,000
文科省科
研費

糖尿病網膜症の発症予防
のためのワクチン治療の開
発と新規糖尿病網膜症モ
デルの確立

横田 陽匡 眼科学分野 3,120,000
文科省科
研費

マイクロサージャリーによる
再建外科へのロボット支援
手術の応用に関する検討

根東 義明 医療管理学分野 2,470,000
文科省科
研費

救急医療の評価手法の研
究 －重症頭部外傷の予
後予測モデルの立案－

前田 幸宏 医療管理学分野 780,000
文科省科
研費

乳幼児のサポウイルス感
染症の分子疫学と感染免
疫

大塚 雄一郎 公衆衛生学分野 1,300,000
文科省科
研費

肥満2型糖尿病のインスリ
ン分泌および作用障害に
おけるXORの役割の解明

藤城 緑
糖尿病代謝内科学分
野

2,210,000
文科省科
研費

医療過誤・インシデントの
原因となる医療者の価値
観を体系化する分析手法
の確立

日野 浩嗣 生体構造医学分野 1,560,000
文科省科
研費

不全心筋に対するセマ
フォリン３Aによる心筋再生
療法

黒川 早矢香 循環器内科学分野 650,000
文科省科
研費

睡眠障害に関するストレス
コーピングの有効性の総
合的検討

CDK4/6阻害薬によるがん
細胞の自食胞形成を伴う
新規細胞死誘導の分子基
盤の解明
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女性小児がん経験者の妊
孕性についての研究

平井 麻衣子 小児科学分野

子宮頸癌特異的ステムセ
ルメモリーT細胞の同定と
選択的増殖による新規免
疫療法の開発

加藤 侑希 生体構造医学分野

血中一酸化炭素濃度と
UGT1A1遺伝子変異を用
いた早産児遷延性黄疸の
増強予測

130,000
文科省科
研費

深層学習を用いた、頭部
CT画像判定装置の開発

渡邉 充 神経外科学分野 1,300,000
文科省科
研費

1,300,000
文科省科
研費

冠動脈不安定粥腫ブタに
おけるステント留置後の第
Xa因子阻害抗凝固薬の効
果の検討

北野 大輔 循環器内科学分野 1,820,000
文科省科
研費

加藤 亮太 小児科学分野 2,210,000
文科省科
研費

混合型小細胞肺癌の腫瘍
進展機構の解明と新たな
治療標的の探索

飯田 由子 呼吸器内科学分野 780,000
文科省科
研費

マスト細胞由来エクソソー
ムmiRNAによるIL-5産生
増強機構の解明

豊島 翔太
医療教育センター→
呼吸器内科学

1,300,000
文科省科
研費

白金錯体結合PIポリアミド
による神経芽腫に対する
新規治療薬剤の開発

植草 省太 小児外科学分野 1,430,000
文科省科
研費

神経芽腫における脱分化
脂肪細胞由来exosomeを
用いた分化誘導療法の新
規開発

星 玲奈 小児外科学分野 1,690,000
文科省科
研費

妊婦における左側臥位お
よび子宮左方偏位が下大
静脈に与える影響

古谷 友則 麻酔科学分野 260,000
文科省科
研費

鼻副鼻腔乳頭腫の腫瘍組
織におけるIL-33および
ST2発現の検討

永田 善之
耳鼻咽喉・頭頸部外
科学分野

390,000
文科省科
研費

SGAモデルマウスを用いた
生活習慣病発症予測マー
カーの開発

長野 伸彦 小児科学分野 1,820,000
文科省科
研費

場の理論にもとづく動的均
衡にあるレザボワ計算神
経回路の設計

早川 隆 物理学分野 1,040,000
文科省科
研費
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インスリン分泌促進とβ細
胞死の境界を決めるミトコ
ンドリアCa2+制御因子の
探索

太向 勇
細胞分子薬理学部門
→生理学分野

2,340,000
文科省科
研費

ホジキンリンパ腫における
多重蛍光染色を用いた腫
瘍微小環境の同定と予後
に与える影響

髙橋 宏通 臨床検査医学科分野 520,000
文科省科
研費

血管内皮前駆細胞により
生体外内皮化された薬剤
溶出性ステントの開発

塚田 実郎 放射線医学分野 1,040,000
文科省科
研費

前立腺癌に対する新規放
射線増感剤の開発

坂口 雅州 放射線医学分野 1,560,000
文科省科
研費

シリトン欠損症における乳
児期肝障害の病態解明と
新規治療開発

市野井 那津子 小児科学分野 2,210,000
文科省科
研費

心不全患者における超音
波エラストグラフィー法によ
る臓器うっ血評価法の確
立

齋藤 佑記 循環器内科学分野 390,000
文科省科
研費

先天代謝異常症に対する
羊膜上皮細胞治療の開発

髙野 智圭 微生物学分野 1,300,000
文科省科
研費

神経芽腫の栄養飢餓耐性
獲得と抗がん剤耐性獲得
機序におけるTFAP2Eの
役割の検討

長崎 瑛里 小児外科学分野 1,820,000
文科省科
研費

廃用性筋萎縮に対するa７
アセチルコリン受容体刺激
薬GTS-21の抑制効果の
検討

岩崎 肇 麻酔科学分野 2,210,000
文科省科
研費

低温プラズマによる悪性神
経膠腫治療の基礎研究

落合 祐之 神経外科学分野 1,560,000
文科省科
研費

膠芽腫に対するアミノ酸代
謝酵素を標的とした分化
誘導療法の前臨床研究

山室 俊 神経外科学分野 1,560,000
文科省科
研費

リウマチ性関節炎における
マスト細胞のmiR199aによ
るPGD2制御機序の解明

李 賢鎬 整形外科学分野 780,000
文科省科
研費

腟細菌叢による腟内恒常
性維持機構の解明

髙田 和秀 微生物学分野 1,040,000
文科省科
研費
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VHL発現に着目した舌異
形成から癌への分子機構
の解明と新たな舌癌の治
療法の開発

長谷川 央
耳鼻咽喉・頭頸部外
科学分野

2,080,000
文科省科
研費

ウェアラブルデバイスを用
いた医師のストレスや情動
状態による医療事故への
影響の研究

市川 理恵 医療管理学分野 1,300,000
文科省科
研費

生活習慣病の高リスク小
児同定のための内臓脂肪
計とコレステロール質的
マーカーの開発

阿部 百合子 医学教育センター 2,340,000
文科省科
研費

カラー静止画像を用いた
経皮ビリルビン測定システ
ムの実用化に向けた臨床
研究

香山 一憲 小児科学分野 1,170,000
文科省科
研費

羊膜上皮細胞由来エクソ
ソーマルmiR483-5pによる
肝星細胞活性制御機序の
解明

三木 敏生 生理学分野 1,430,000
文科省科
研費

強い空腹後の摂食時にお
けるマウス回腸FGF15の
発現低下の分子メカニズ
ムの解明

片渕 剛 生化学分野 1,430,000
文科省科
研費

免疫チェックポイント分子
を応用したミセル型ナノ粒
子ポリマーワクチンの創出

塚本 昌子
血液膠原病内科学分
野

1,430,000
文科省科
研費

性感染症に関する特定感
染症予防指針に基づく対
策の推進に関する研究

川名 敬 産婦人科学分野 1,600,000
厚生労働
科研費

難病領域における検体検
査の精度管理体制の整備
に資する研究

中山 智祥 臨床検査医学分野 500,000
厚生労働
科研費

「健康づくりのための睡眠
指針２０１４」のブラッシュ
アップ・アップデートを目指
した「睡眠の質」の評価及
び向上手法確立のための
研究

鈴木 正泰 精神医学分野 500,000
厚生労働
科研費
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「健康づくりのための睡眠
指針２０１４」のブラッシュ
アップ・アップデートを目指
した「睡眠の質」の評価及
び向上手法確立のための
研究

内山 真 精神医学分野 300,000
厚生労働
科研費

「健康づくりのための睡眠
指針２０１４」のブラッシュ
アップ・アップデートを目指
した「睡眠の質」の評価及
び向上手法確立のための
研究

井谷 修 公衆衛生学分野 500,000
厚生労働
科研費

HAMならびに類縁疾患の
患者レジストリを介した診
療連携モデルの構築によ
るガイドラインの活用促進
と医療水準の均てん化に
関する研究

亀井 聡 神経内科学分野 300,000
厚生労働
科研費

慢性の痛み患者への就労
支援/仕事と治療の両立
支援および労働生産性の
向上に寄与するマニュア
ルの開発と普及・啓発

加藤 実 麻酔科学分野 300,000
厚生労働
科研費

急性弛緩性麻痺，急性脳
炎・脳症等の神経疾患に
関する網羅的病原体検索
を含めた原因及び病態の
究明，治療法の確立に資
する臨床疫学研究

原 誠 神経内科学分野 400,000
厚生労働
科研費

消化管過誤腫性腫瘍好発
疾患群の小児から成人へ
のシームレスな診療体制
構築のための研究

山本 敏樹
消化器肝臓内科学分
野

100,000
厚生労働
科研費

新生児スクリーニング対象
疾患等の先天代謝異常症
における生涯にわたる診
療体制の整備に関する研
究

石毛 美夏 小児科学分野 700,000
厚生労働
科研費

皮膚の遺伝関連性希少難
治性疾患群の網羅的研究

葉山 惟大 皮膚科学分野 950,000
厚生労働
科研費

難治性小児消化器疾患の
医療水準向上および移行
期・成人期のQOL向上に
関する研究

越永 從道 小児外科学分野 300,000
厚生労働
科研費

稀少難治性皮膚疾患に関
する調査研究

照井 正 皮膚科学分野 500,000
厚生労働
科研費



補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

慢性腎臓病(CKD)患者に
特有の健康課題に適合し
た多職種連携による生活・
食事指導等の実証研究

阿部 雅紀
腎臓高血圧内分泌内
科学分野

500,000
厚生労働
科研費

肝炎ウイルスの新たな感
染防止・残された課題・今
後の対策

森岡 一朗 小児科学分野 500,000
厚生労働
科研費

慢性疼痛診療システムの
均てん化と痛みセンター
診療データベースの活用
による医療向上を目指す
研究

加藤 実 麻酔科学分野 200,000
厚生労働
科研費

スモンに関する調査研究 中嶋 秀人 神経内科学分野 1,000,000
厚生労働
科研費

新型コロナウイルス感染症
流行下における，妊婦に
対する適切な支援提供体
制構築のための研究

早川 智 微生物学分野 3,000,000
厚生労働
科研費

新型コロナウイルス感染症
流行下における，妊婦に
対する適切な支援提供体
制構築のための研究

森岡 一朗 小児科学分野 1,800,000
厚生労働
科研費

重症下肢虚血に対する脱
分化脂肪細胞(DFAT)を用
いた細胞治療の実用化

松本 太郎
細胞再生・移植医学
分野

27,000,000
日本医療
研究開発

機構

フィラデルフィア染色体陽
性急性リンパ性白血病に
対するポナチニブを組み
込んだ治療法の確立と分
子基盤の解明

八田 善弘
血液膠原病内科学分
野

19,500,000
日本医療
研究開発

機構

経口感染によるウイルス性
肝炎（A型及びE型）の感
染防止、病態解明、治療
等に関する研究

神田 達郎
消化器肝臓内科学分
野

21,600,000
日本医療
研究開発

機構

機能的抗体誘導HIVワク
チン開発に関する研究

川名 敬 産婦人科学分野 1,300,000
日本医療
研究開発

機構

難治性副腎疾患の診療に
直結するエビデンス創出

阿部 雅紀
腎臓高血圧内分泌内
科学分野

390,000
日本医療
研究開発

機構
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可及的摘出術が行われた
初発膠芽腫に対するカル
ムスチン脳内留置用剤を
用いた標準治療確立に関
する研究

吉野 篤緒 神経外科学分野 260,000
日本医療
研究開発

機構

気密環境下製造粘膜上皮
シートの実用化

山上 聡 眼科学分野 15,080,000
日本医療
研究開発

機構

母子感染によるリスク評価
や予防法を含む母子保健
体制構築と技術開発研究

川名 敬 産婦人科学分野 481,000
日本医療
研究開発

機構

慢性骨髄性白血病患者に
おける第二世代チロシン
キナーゼ阻害薬の中止後
の無治療寛解の評価と最
適化

入山 規良
血液膠原病内科学分
野

520,000
日本医療
研究開発

機構

超音波デジタル画像のナ
ショナルデータベース構築
と人工知能支援型超音波
診断システム開発に関す
る研究

小川 眞広
消化器肝臓内科学分
野

500,000
日本医療
研究開発

機構

洞不全症候群の臨床情
報・遺伝学的解析に基づく
リスク層別化アルゴリズム
の開発

奥村 恭男 循環器内科学分野 130,000
日本医療
研究開発

機構

新規培養技術を用いた、
扁平腺接合部細胞におけ
る高悪性度HPV18型の潜
伏持続感染および発癌機
構の解明

池田 悠至 産婦人科学分野 2,600,000
日本医療
研究開発

機構

中性脂肪蓄積心筋血管症
の診療に直結するエビデ
ンス創出研究

羽尾 裕之 人体病理学分野 130,000
日本医療
研究開発

機構

乳がん・大腸がん・膵がん
に対する適切な薬剤投与
を可能にする大規模デー
タ基盤の構築

髙橋 泰夫
臨床試験研究セン
ター

3,900,000
日本医療
研究開発

機構

利活用を目的とした日本
疾患バイオバンクの運営・
管理

浅井 聰 薬理学分野 2,200,000
日本医療
研究開発

機構
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真に個別患者の診療に役
立ち領域横断的に高い拡
張性を有する変異・多型
情報データベースの創成

中山 智祥 臨床検査医学分野 2,600,000
日本医療
研究開発

機構

タイ王国における下痢症ウ
イルスに関する研究

牛島 廣治 微生物学分野 3,770,000
日本医療
研究開発

機構

日本医療
研究開発

機構

タイ王国における下痢症ウ
イルスに関する研究

牛島 廣治 微生物学分野 4,290,000
日本医療
研究開発

機構

日本のトキソプラズマ症の
感染実態把握とその制御
に向けた協創的研究開発
合的対策に向けた開発研
究

森岡 一朗 小児科学分野 1,950,000
日本医療
研究開発

機構

AYA世代および成人T細
胞性急性リンパ性白血病
の小児型治療適用におけ
る限界年齢と新規バイオ
マーカー探索に関する研
究

八田 善弘
血液膠原病内科学分
野

260,000

1,950,000

「補助元又は委託元」欄は、補助の場合は「補」に、委託の場合は「委」に、○印をつけた上で、補助元又
は委託元を記入すること。

日本医療
研究開発

機構

早期非小細胞肺癌に対す
る体幹部定位放射線治療
線量増加ランダム化比較
試験

前林 俊也 放射線医学分野 507,000
日本医療
研究開発

機構

粘膜免疫を基盤とした下
痢症ウイルスに対する画
期的医薬品開発の実用化
に資する研究

牛島 廣治 微生物学分野

国、地方公共団体又は公益法人から補助金の交付又は委託を受け、当該医療機関に所属する医師等
が申 請の前年度に行った研究のうち、高度の医療技術の開発及び評価に資するものと判断される主な
ものを記入すること。

「研究者氏名」欄は、1つの研究について研究者が複数いる場合には、主たる研究者の氏名を記入する
こと。
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2 論文発表等の実績

(1)高度の医療技術の開発及び評価を行うことの評価対象となる論文
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1 Case report

2 Case report

3 Original Article

4 Original Article

5 Original Article

6 Original Article

Potency estimation
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the reversal of
moderate rocronium-
induced
neuromuscular
block:a non-
randomized dose-
reaponse study

Journal of Anesthesia
2020;34:348-351

Osamu
Kitajima,Mai
Yamamoto,Tak
agi shinichi
,et al

麻酔科

Egashira F,
Kawashima M,
Morikawa
A,et al

Hyponatremia
associated with
prophylactic low-
dose trimethoprim
during systemic
corticosteroid
therapy for AQP4-
positive optic
neuritis in a
diabetic patient.

雑誌名・
出版年月等

Antibiotics (Basel). 9,
201.

麻酔科

Neuromuscular
blockade at the
orbicularis oculi
muscle in a patient
with myasthenia
gravis

糖尿病・代謝内科

A rare case of
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片山大地，長
野伸彦，青木
亮二，土方み
どり，不破一
将，香山一
憲，清宮綾
子，加藤亮
太，小森暁
子，岡橋
彩，吉川香
代，諸橋
環，高橋
滋，森岡一朗

小児科

パリビズマブの初回投
与前に発症し入院加療
を要したRSウイルス感
染症の早産児の2例.

小児科臨床 73 (1)：49-
54, 2020
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岩間元子

小児科

食物アレルギーの予
防・診断・治療～食物
アレルギー診療ガイド
ラインより～

日大医学雑誌 79 (2)：81-
86, 2020

森岡一朗

小児科

リレー随想 新生児領
域の臨床研究に邁進し
てきて.

小児科臨床 73 (11)：
1516-1519, 2020

原 光彦，原
正美，上野佳
代子，板倉弘
重，伊藤節
子，斉藤恵美
子，下条直
樹，高増哲
也，長谷川美
穂，岡田知雄

小児科

小児の食物アレルギー
予防医学の観点から.

日本臨床栄養学会雑誌42
(1)：94-107, 2020

橋本光司

小児科

小児気管支喘息治療・
管理の最近の話題.

日大医学雑誌 79 (2)：71-
76, 2020

三浦 大，鮎
澤 衛，伊藤
秀一，池田俊
也，金井貴
志，小林
徹，鈴木啓
之，濱田洋
通，深澤隆
治，山村健一
郎，宮田功
一，横山詩
子，市田蕗
子，寺井
勝，三谷義英

小児科

日本小児循環器学会川
崎病急性期治療のガイ
ドライン（2020年改訂
版）

Pediatric Cardiology and
Cardiac Surgery 36
(S1)：S1.1-1.29, 2020

浦上達彦

小児科

編集委員会への手紙
「学校検尿での尿糖陽
性緊急受診システムの
現状」

日本小児科学会雑誌 124：
1553-1554, 2020

森岡一朗

小児科

新型コロナウイルス感
染症と新生児.

東京小児科医会報39 (2)：
1, 2020

森岡一朗，長
野伸彦，桃木
恵美子，岡橋
彩

小児科

GOD-POD-UnaG法を用い
た血中アンバウンドビ
リルビン自動測定機器
の開発.

日本大学医学部総合医学研
究所紀要 8：27-30, 2020

森岡一朗，岡
橋 彩，長野
伸彦

小児科

症候生先天性サイトメ
ガロウイルス感染症に
対する抗ウイルス薬
「バルガンシクロビ
ル」の医師主導治験を
日本大学医学部附属板
橋病院で開始.

日大医学雑誌 79 (3)：
171-173, 2020
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長野伸彦

小児科

【パーフェクト版新生
児のフィジカルアセス
メント正期産児から
Late preterm児，早産
児まで】 一見，無症
候性の低血糖．

with NEO秋季増刊：334-
340, 2020

森岡一朗

小児科

【チャートで極める!
母体疾患別 新生児の
病態生理とケア 家族
説明シートつき】 母
体トキソプラズマ・サ
イトメガロウイルス感
染の母親と児、

with NEO 33 (3)：374-
382, 2020

清宮綾子，長
野伸彦

小児科

【知っておきたい周産
期にかかわる法律・制
度】 予防接種法.

周産期医学 50 (1)：108-
111, 2020

清宮綾子，森
岡一朗

小児科

【［必携］ 専攻医と
指導医のための新生児
診療到達目標】母子垂
直感染症.

周産期医学50（4増大
号）：664-666, 2020

森岡一朗，山
田秀人

小児科

【産婦人科医に最低限
必要な正期産新生児管
理の最新知識（II）-
母体合併症の影響は？
新生児スクリーニング
はどうする？】 母体
合併症 母体サイトメ
ガロウイルス陽性児の
取り扱い

臨床婦人科産科 74 (9)：
891-897, 2020

森内優子，森
岡一朗

小児科

【母子感染症の必修知
識-エキスパートに学
び予防につなげる】
先天性トキソプラズマ
感染.

小児内科 52 (1)：71-74,
2020

森岡一朗

小児科

目で見る胎児・新生児
の病態 慢性ビリルビ
ン脳症.

Fetal & Neonatal
Medicine 11 (1)：5-6,
2020

森岡一朗，
土方みどり，
岡橋 彩

小児科

【NICU卒業生の予後と
診療のポイント】 先
天性感染症 サイトメ
ガロウイルス．

小児科診療 83 (9)：1203-
1209, 2020

森岡一朗

小児科

周産期の薬 新生児編
【疾患に対する薬剤の
選び方・使い方・注
意】感染症 インフル
エンザ.

周産期医学 50（増大
号）：524-525, 2020

森岡一朗

小児科

周産期の薬 新生児編
【疾患に対する薬剤の
選び方・使い方・注
意】感染症 サイトメ
ガロウイルス.

周産期医学 50（増大
号）：519-523, 2020
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清水翔一，
高橋昌里

小児科

【症候・疾患からみる
小児の検査】 症候か
らみる臨床検査の進め
かた 蛋白尿 （血尿
を伴わない）．

小児科診療 83（増刊）：
142-147，2020

鮎澤 衛

小児科

各科臨床のトピック
ス：川崎病診断の手引
き 改訂6版.

日本医師会雑誌 149 (7)：
1252-1254, 2020

鮎澤 衛

小児科

【COVID-19と小児医療
（Part 1）】 COVID-
19と川崎病との関係に
ついて．

東京小児科医会報 39
(2)：28-33, 2020

鮎澤 衛

小児科

【知っていますか?小
児科領域のスポーツ障
害】 急性スポーツ障
害 運動中の突然死.

小児科診療 83 (2)：169-
176, 2020

鮎澤 衛

小児科

川崎病の診断：歴史と
新しい手引き改訂6版.

カレントテラピー 38
(10)：33-40, 2020

鮎澤 衛

小児科

【川崎病-原因究明・
診断・管理の進歩】
診断基準 川崎病診断
の手引き 改訂6版に
ついて.

小児科 61 (7)：953-962,
2020

鮎澤 衛

小児科

ガイドラインUpdate
川崎病診断の手引き
（改訂第6版）17年ぶ
りの改訂でどこがどう
変わったか.

小児科臨床 73 (2)：253-
257, 2020

神保詩乃，鮎
澤 衛

小児科

【研究医必携!心電図
判読のコツ】 心電図
の見かた 軸偏位.

小児科診療 83 (5)：577-
580, 2020

鮎澤 衛

小児科

【研修医必携!心電図
判読のコツ】 心電図
の見かた ST-Tの異
常.

小児科診療 83 (5)：581-
586, 2020

峯 佑介，長
野伸彦，浦上
達彦

小児科

【チャートで極める!
母体疾患別 新生児の
病態生理とケア 家族
説明シートつき】 甲
状腺機能異常の母親と
児.

with NEO 33 (3)：329-
338, 2020

中原衣里菜，
谷ヶ崎 博 小児科

思春期の貧血の診か
た.

小児科61 (11)：1489-
1496, 2020
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石毛美夏

小児科

先天性代謝疾患（タン
デムマス・スクリーニ
ング）．

周産期医学 50 (4)：547-
549, 2020

石毛美夏

小児科

【ローリスク妊婦，
ローリスク新生児のケ
ア】 退院後 先天性
代謝異常症等検査で異
常値がでたときの対
応．

周産期医学50 (12)：2045-
2048, 2020

小川えりか，
高野智圭，石
毛美夏，渕上
達夫 小児科

研修医のためのクリニ
カルクイズ－症例：1
歳7か月 男児，主訴:
せんべいを食べたら歯
が折れた.

小児内科 52 (10): 1309-
1310, 2020

石毛美夏

小児科

先天代謝異常症 フェ
ニルケトン尿症．

小児科臨床 73 (4)：667-
671, 2020

吉田 圭

小児科

あなたの質問にお答え
します アジソン病に
ついて教えてくださ
い.

健 2020年3月号 76-77,
2020

吉田 圭

小児科

こんなときどうする?!
救急対応の疑問・迷い
を専門医に聞いてみま
した ①-45の救急実
例.

健 2020年9月号 44-49,
2020

吉田 圭，浦
上達彦

小児科

研修医のためのクリニ
カルクイズ−自立性機
能性卵巣嚢腫の１例.

小児内科 52：305-306,
2020

江口絢子，
浦上達彦

小児科

研修医のためのクリニ
カルクイズ－SGA性低
身長症.

小児内科52：1001-1002,
2020

浦上達彦

小児科

慢性疾患と不登校―小
児糖尿病を中心に.

小児内科 52：809-812,
2020

浦上達彦，三
浦順之介

小児科

学会レポート 第19回
日本先進糖尿病研究
会・第17回日本1型糖
尿病研究会の合同年次
学術集会を開催して.

糖尿病の最新治療 11：96-
97, 2020

諸橋 環

小児科

【高血圧学 下-高血
圧制圧の現状と展望-
】 高血圧診療のト
ピックス ライフス
テージを超えた高血圧
発症機序 小児期の血
圧と成人期の高血圧の
関連．

日本臨牀78 （増刊号）：
417-420, 2020
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森岡一朗

小児科

感染症 先天性トキソ
プラズマ症.

今日の小児治療指針 第17
版（水口 雅，市橋 光，
崎山 弘，伊藤秀一総編
集）. p.371-372，医学書
院，東京，2020

浦上達彦

小児科

代謝性疾患，栄養障害
1型糖尿病.

今日の小児治療指針 第17
版（水口 雅，市橋 光，
崎山 弘，伊藤秀一総編
集）. p.250，医学書院，
東京，2020

原 光彦

小児科

脂質異常症が疑われる
とき.

小児科診療 83 (suppl):
373-378, 2020

森岡一朗

小児科

新生児疾患 新生児の
黄疸.

今日の診断指針第8版（永
井良三総編集）. p.1822-
1825，医学書院，東京，
2020

原 光彦

小児科

「神戸宣言2018」に基
づく日本小児科学会の
取り組み.

肥満研究26 (2): 281,
2020

原 光彦

小児科

小児肥満症診療ガイド
ライン策定と肥満症対
策.

肥満研究26 (3): 328-331,
2020

原 光彦，斉
藤恵美子，西
村美帆子

小児科

食と肥満. チャイルドヘルス 23(8)
:567-570, 2020

原 光彦

小児科

「幼児肥満ガイド」を
どう読むか.

小児科61 (6): 896-902,
2020

原 光彦，加
藤理津子，江
川賢一

小児科

運動と発育. 臨床スポーツ医学37 (5)：
526-530, 2020

原 光彦，斉
藤恵美子，阿
部百合子

小児科

児童・生徒における肥
満・痩身傾向児の割
合.

小児内科52 (5)：680-682,
2020

原 光彦

小児科

幼児肥満のポイント. 小児科臨床 73 (1)：113-
117, 2020

原 光彦

小児科

スポーツ心臓. 小児科診療 83 (2) : 191-
193, 2020

石毛美夏

小児科

周産期の薬 新生児編
【疾患に対する薬剤の
選び方・使い方・注意
点】内分泌・代謝疾患
フェニルケトン尿症
（高フェニルアラニン
血症）．

周産期医学50（増刊号）：
678-680, 2020

石毛美夏

小児科

周産期の薬 新生児編
【基本的薬剤の選び
方・使い方・注意点】
輸液・栄養製剤 治療
用ミルク．

周産期医学 50（増刊
号）：442-445, 2020
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原 光彦

小児科

栄養評価. 症候から入る小児の身体診
察（稲毛康司編集）.
p.17-20，文光堂，東京，
2020

長野伸彦

小児科

一か月児 乳児． 症候から入る小児の身体診
察（稲毛康司編集）.
p.41-46，文光堂，東京，
2020

鈴木潤一

小児科

身体診察に必要な成長
評価

身長・体重，頭囲，胸囲.
症候から入る小児の身体診
察（稲毛康司編集）.
p.28-31，文光堂，東京，
2020

鈴木潤一

小児科

身体診察に必要な成長
評価

二次性徴．症候から入る小
児の身体診察（稲毛康司編
集）. p.32-34，文光堂，
東京，2020

阿部百合子，
浦上達彦

小児科

乳糖分解酵素障害症
（乳糖不耐症）.

新臨床内科学 第10版（矢
﨑義雄監修）. p.759，医
学書院，東京，2020

阿部百合
子，浦上達彦

小児科

周期性嘔吐症（アセト
ン血性嘔吐症）.

新臨床内科学 第10版（矢
﨑義雄監修）. p.759-
760，医学書院，東京，
2020

浦上達彦

小児科

子どもの糖尿病はどの
ように治療するのか？

患者さんとその家族のた
めの糖尿病治療の手びき
2020 改訂58版（日本糖尿
病学会編著）. p.113-
118，日本糖尿病協会・南
江堂，東京，2020.

鈴木潤一，
浦上達彦

小児科

ケトーシス・ケトアシ
ドーシスへの対応.

インスリンポンプ治療マ
ニュアル改訂第3版 CSII療
法・CGM・SAP療法導入・管
理の手引き（小林哲郎，難
波光義編）. p.199-202，
南江堂，東京，2020

鮎澤 衛，
小林 徹，鈴
木啓之，高橋
啓

小児科

川崎病診断の手引きガ
イドブック（日本川崎
病学会編集/監修.

診断と治療社，東京，
2020

浦上達彦

小児科

リアルタイムCGMによ
る情報共有の有用性.

いま読んでおきたい！血糖
データの活かし方（小出景
子，渥美義仁編集）.
p.189-192，南山堂，東
京，2020

石毛美夏

小児科

先天代謝異常 果糖
（フルクトース）代謝
異常症．

今日の小児治療指針 第17
版（水口 雅，市橋 光，
崎山 弘，伊藤秀一総編
集）. p.184-185，医学書
院，東京，2020

谷ヶ崎 博

小児科

血液疾患 先天性溶血
性貧血.

今日の治療指針 2020年版—
私はこう治療している（福
井次矢，高木 誠，小室一
成総編集）. p.676-677，
医学書院，東京，2020
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原 光彦

小児科

成長期の栄養アセスメ
ントと栄養ケア.

応用栄養学 改定第6版
（国立研究開発法人 医薬
基盤・健康・栄養研究所監
修/渡邊令子，伊藤節子，
瀧本秀美編集）. p169-
181，南江堂，東京，2020

原 光彦

小児科

進行性家族性肝内胆汁
うっ滞症.

特殊ミルク治療ガイド
ブック（日本小児医療保健
協議会（四者協）治療用ミ
ルク安定供給委員会編
集）. p.103-104，診断と
治療社，東京，2020

原 光彦

小児科

学童期，思春期の生理
的特徴.

応用栄養学 改定第6版（国
立研究開発法人 医薬基
盤・健康・栄養研究所監修
/渡邊令子，伊藤節子，瀧
本秀美編集）. p161-168，
南江堂，東京，2020

平井麻衣子

小児科

がんの予防． 「新しい保健体育」教師用
デジタルブック．p.96-
97，日大出版，東京，2020

小川えりか

小児科

バリン代謝異常症とし
てのECHS1異常症，
HIBCH異常症.

ミトコンドリアと病気（村
山 圭,小坂 仁,三牧正和
編集）. p.86-91，メディ
カルドゥ，大阪，2020

春日悠岐，渕
上達夫

小児科

神経疾患 意識障害. 症候から入る小児の身体診
察（稲毛康司編集）.
p.166-170，文光堂，東
京，2020

不破一将，
森岡一朗

小児科

第8章将来に向けた研
究 3.高度生殖医療で
出生した児の予後.

生殖と周産期のリエゾン
（池田智明，苛原 稔，吉
村泰典編集）. p.207-
215，診断と治療社，東
京，2020

桃木恵美
子，渕上達夫

小児科

神経疾患 歩行障害. 症候から入る小児の身体
診察（稲毛康司編集）.
p.158-161，文光堂，東
京，2020

春日悠岐，渕
上達夫

小児科

神経疾患 けいれん発
作・

重積状態. 症候から入る小
児の身体診察（稲毛康司編
集）. p.162-164，文光
堂，東京，2020

福田あゆみ

小児科

疼痛の診察 頭痛. 症候から入る小児の身体診
察（稲毛康司編集）.
p.66-68，文光堂，東京，
2020

山田隆太郎，
渕上達夫

小児科

神経疾患 筋力低下
Duchenne型筋ジストロ
フィー症を題材に.

症候から入る小児の身体
診察（稲毛康司編集）.
p.150-153，文光堂，東
京，2020
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田杭真帆, 葉
山惟大, 藤田
英樹, 他

皮膚科

痔疾外用薬に含まれる
複数の成分による接触
皮膚炎症候群の1例.

皮膚科の臨床 2020;
62(7): 1071-1076.

村田美和, 車
谷紋乃, 藤田
英樹, 他

皮膚科

【間葉系腫瘍】免疫グ
ロブリン遺伝子再構成
検査で診断した原発性
皮膚形質細胞腫の1例.

皮膚科の臨床 2020;
62(5): 573-577.

原 光彦

小児科

学童期，思春期の食事
摂取基準と学校給食.

応用栄養学 改定第6版
（国立研究開発法人 医薬
基盤・健康・栄養研究所監
修/渡邊令子，伊藤節子，
瀧本秀美編集）. p182-
186，南江堂，東京，2020

中村一博

耳鼻咽喉・頭頸部外科

更年期後の女性で声が
低くなったことに対し
て
有効な治療はあります
か?

JOHNS vol.36 No9 2020

増田しのぶ

病理診断科

第1部 免疫組織化学
のための病理部門運営
5. 免疫染色の精度管
理

病理と臨床. 2020 Apr;
38: 臨時増刊号: 24-31

中村一博

耳鼻咽喉・頭頸部外科

喉頭微細手術
―基本手技から応用ま
で―

日耳鼻 123:1312~1316
2020

稲原裕也

脳神経外科

慢性硬膜下血腫術後7
日目の頭部CTによる再
発の予見

神経外傷2021 44巻1号

今村元

脳神経外科

小脳転移を来した下腿
原発有棘細胞癌の1例

脳神経外科ジャーナル 30
巻8号

谷澤 元気

脳神経外科

当科における原発性中
枢神経系悪性リンパ腫
に対する新規化学療法
レジメンR-MPV療法の
導入経験.

日大医学雑誌

Novo-TTF 100Aシステ
ムにより治療した膠芽
腫の3症例.

日大医学雑誌

五十嵐崇浩

脳神経外科

脳神経外科と
Oncofertility：AYA世
代脳腫瘍患者のがん・
生殖医療について

小児の脳神経 (Nervous
System in Children)

小野賀功, 古
屋武史, 星玲
奈, 他 小児外科

空腸ポリープによる空
腸空腸型小腸重積症の
1例

日本小児外科学会雑誌.
2020 56(3), 291-6

西出 拓馬

脳神経外科
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(注) 1

2

葉山惟大

皮膚科

【皮疹はこう見る,こ
う表現する】よく見る
皮膚疾患を発疹レベル
で理解する 皮膚炎・
蕁麻疹など 蕁麻疹.

Medicina 2020; 57(11):
1876-1877.

葉山惟大, 井
上里佳, 大槻
マミ太郎, 他 皮膚科

化膿性汗腺炎診療の手
引き2020.

日本皮膚科学会雑誌 2021;
131(1): 1-28.

葉山惟大

皮膚科

【付属器疾患 その疑
問にお答えします!-ニ
キビから巻き爪まで
Q&A50-】(第II章)脂腺
(Q31)化膿性汗腺炎の
診断と発症機序につい
て教えてください.

皮膚科の臨床 2020;
62(6): 856-859.

葉山惟大

皮膚科

【高齢者を含めた成人
発症のアレルギー疾患
の特徴】高齢者を含め
た成人発症の蕁麻疹の
特徴と治療法.

臨床免疫・アレルギー科
2020; 73(6): 632-636.

村田美和, 藤
田英樹, 照井
正

皮膚科

神経線維腫症I型患者
に生じたエクリン汗孔
癌の1例.

皮膚科の臨床 2020;
62(12): 1721-1725.

葉山惟大

皮膚科

慢性特発性蕁麻疹の診
断・治療の最新情報.

日大医学雑誌 2020;
79(2): 93-97.

吉田杏子, 葉
山惟大, 藤澤
大輔, 他 皮膚科

若年性尋常性天疱瘡の
1例.

皮膚科の臨床 2020;
62(9): 1327-133.

田杭真帆, 藤
澤大輔, 藤田
英樹, 他

皮膚科

ケラトアカントーマ様
外観を呈した伝染性軟
属腫の1例.

皮膚科の臨床 2020;
62(11): 1628-1629.

丹羽悠介, 葉
山惟大, 伊東
真奈, 他

皮膚科

【小児のアレルギー性
皮膚疾患 最近のトレ
ンド】未成年の慢性特
発性蕁麻疹に対するオ
マリズマブ治療 良好
な治療効果を得た3例.

皮膚病診療 2020; 42(7):
580-583.

記載方法は、前項の「高度の医療技術の開発及び評価を行うことの評価対象となる論文」の記載方法に準じるこ
と。

当該医療機関に所属する医師等が前年度に発表したもののうち、高度の医療技術の開発および評価に資する
ものと判断される主なものを記入すること。



(様式第 3)

高度の医療技術の開発及び評価を行う能力を有することを証する書類

3 高度の医療技術の開発及び評価の実施体制

(1)倫理審査委員会の開催状況

① 倫理審査委員会の設置状況 有・無

② 倫理審査委員会の手順書の整備状況 有・無

・ 手順書の主な内容

（1）臨床研究倫理審査委員会標準業務手順書

（2）人を対象とする医学研究に関する標準業務手順書

（3）人を対象とする医学研究における重篤な有害事象の取扱いに関する標準業務手順書

（4）人体から取得された試料及び情報等の保管に関する標準業務手順書

③ 倫理審査委員会の開催状況 年１２回

（注） 1 倫理審査委員会については、「臨床研究に関する倫理指針」に定める構成である場合に

「有」に○印を付けること。

2 前年度の実績を記載すること。

(2)利益相反を管理するための措置

① 利益相反を審査し、適当な管理措置について検討するための委

員会の設置状況

有・無

② 利益相反の管理に関する規定の整備状況 有・無

・ 規定の主な内容

日本大学利益相反マネジメント内規

③ 利益相反を審査し、適当な管理措置について検討するための委

員会の開催状況

年１回

(注）前年度の実績を記載すること。

(3)臨床研究の倫理に関する講習等の実施

① 臨床研究の倫理に関する講習等の実施状況 年２回

・研修の主な内容

臨床研究倫理審査委員会委員講習（２回）

(注）前年度の実績を記載すること。



(様式第 4)

高度の医療に関する研修を行わせる能力を有することを証する書類

1 研修の内容

高度医療に対する研修を事項するため，医学部の学系・分野と協力しながら，専門医取得のた

めの後期臨床研修プログラムを各診療科で作成している。

また，歯科についても初期臨床研修修了後，大学院への進学及び後期研修に向けての専門領域

に係る研修も可能となっている。

（注）上記の研修内容は医師法及び歯科医師法の規定による臨床研修を終了した医師及び歯科医師

に対する専門的な研修について記載すること。

2 研修の実績

上記研修を受けた医師数 １９６．７人

（注）前年度の研修を受けた医師の実績を記入すること。

3 研修統括者

研修統括者氏名 診 療 科 役 職 等 臨床経験年数 特 記 事 項

髙山忠輝 内科

外科

部長 ３１年

權寧博 呼吸器内科 部長 ２８年

中村英樹 リウマチ科 部長 ２９年

八田善弘 血液内科

腫瘍内科

部長 ３８年

阿部雅紀 腎臓・内分泌内科 部長 ２４年

森山光彦 消化器・肝臓内科 部長 ４０年

石原寿光 糖尿病・代謝内科 部長 ３３年

中嶋秀人 脳神経内科 部長 ３３年

奥村恭男 循環器内科 部長 ２２年

丸岡秀一郎 心療内科 部長 ２５年

鈴木正泰 精神科 部長 １９年

森岡一朗 小児科

新生児内科

部長 ２３年

藤田英樹 皮膚科 科長 ２２年

岡村行泰 消化器外科 部長 ２１年

田中正史 心臓血管外科 部長 ２５年

櫻井裕幸 呼吸器外科 部長 ２７年

越永從道 小児外科 部長 ３８年

多田敬一郎 乳腺・内分泌外科 部長 ３０年

副島一孝 形成外科 部長 ３３年

吉野篤緒 脳神経外科 部長 ３５年

中西一義 整形外科 部長 ２７年

吉田弘行 リハビリテーション科 部長代行 ３６年

川名敬 産婦人科 部長 ２８年

髙橋悟 泌尿器科 部長 ３６年

山上聡 眼科 部長 ３３年



大島猛史 耳鼻咽喉科

頭頸部外科

部長 ３５年

岡田真広 放射線診断科

放射線治療科

部長 ２５年

鈴木孝浩 麻酔科

疼痛緩和外科

部長 ３１年

中山智祥 臨床検査科 部長 ３３年

増田しのぶ 病理診断科 部長 ３６年

木下浩作 救急科 部長 ３４年

陳和夫 呼吸器内科

精神科

部長 ４０年

北野尚孝 歯科口腔外科 部長 ２１年

(注) 1 医療法施行規則第六条の四第一項又は第四項の規定により、標榜を行うこととされている

診療科については、必ず記載すること。

(注) 2 内科について、サブスペシャルティ領域ごとに研修統括者を配置している場合には、すべ

てのサブスペシャルティ領域について研修統括者を記載すること。

(注) 3 外科について、サブスペシャルティ領域ごとに研修統括者を配置している場合には、すべ

てのサブスペシャルティ領域について研修統括者を記載すること。



(様式第 4)

高度の医療に関する研修を行わせる能力を有することを証する書類

4 医師、歯科医師以外の医療従事者等に対する研修

① 医師、歯科医師以外の医療従事者に対する研修の実施状況（任意）

・研修の主な内容

① 医療安全研修会（医療安全ワークショップ）

② セーフティマネジャー講習会（e-ラーニング研修）

・令和元年度活動報告

・SM事例検討会からの情報共有 転倒転落事例

・研修の期間・実施回数

① 令和2年12月4日（金） 年1回

② 令和2年6月11日（木）-同年7月31日（金）

・研修の参加人数

① 13名

② 267名

② 業務の管理に関する研修の実施状況（任意）

・研修の主な内容

個人情報保護と守秘義務について（ｅ-ラーニング研修）

・研修の期間・実施回数

令和２年６月１１日（木）～同年７月３１日（水）・年１回実施

・研修の参加人数

２，７８９名



③ 他の医療機関に所属する医療関係職種に対する研修の実施状況

・研修の主な内容

・研修の期間・実施回数

・研修の参加人数

(注) 1 高度の医療に関する研修について、前年度実績を記載すること。

(注) 2 「③他の医療機関に所属する医療関係職種に対する研修の実施状況」については、医療法施

行規則第六条の四第四項の規定に基づき、がん、循環器疾患等の疾患に関し、高度かつ専門的な医

療を提供する特定機能病院についてのみ記載すること。また、日本全国の医療機関に勤務する医療

従事者を対象として実施した専門的な研修を記載すること。



(様式第 5)
診療並びに病院の管理及び運営に関する諸記録の管理方法に関する書類

計画・現状の別 １．計画 ２．現状
管理責任者氏名 病院長 髙橋悟
管理担当者氏名 事務長 野本浩嗣

庶務課長 田村剛史，会計課長 韮澤雅幸，資材課長 石橋慶一，
医事課長兼病歴課長 川原浩貴，医療情報課長 藤井教智，
医薬品安全管理者 福島栄，医療機器安全管理責任者 岡本一彦，
医学部庶務課長 長倉啓貴

保 管 場 所 管 理 方 法
診療に関
する諸記
録

規
則
第
二
十
二
条
の
三
第
二
項
に
掲
げ
る

事
項

病院日誌 庶務課 日別,年度別,種類別に
管理している。
診療録については，
「日本大学医学部附属
板橋病院・病歴管理内
規」において，保管場
所を「病歴課内，その
他医学部内指定場所で
保管する」とした上
で，「定められた保管
場所以外に持ち出さな
いこと」としている。
また，官公庁からの依
頼については，病院長
の許可による。

各科診療日誌 病歴課，医療情報課
処方せん 病歴課，医療情報課
手術記録 病歴課，医療情報課
看護記録 病歴課，医療情報課
検査所見記録 病歴課，医療情報課
エックス線写真 病歴課，医療情報課
紹介状 病歴課，医療情報課
退院した患者に係る入院期間中
の診療経過の要約及び入院診療
計画書

病歴課，医療情報課

病院の管
理及び運
営に関す
る諸記録

規
則
第
二
十
二
条
の
三
第
三
項
に

掲
げ
る
事
項

従業者数を明らかにする帳簿 医学部庶務課，庶務課
高度の医療の提供の実績 医事課，当該診療科

高度の医療技術の開発及び評価
の実績

医事課，当該診療科

高度の医療の研修の実績 医学部庶務課
閲覧実績 医事課，病歴課，庶務

課
紹介患者に対する医療提供の実
績

医事課，当該診療科

入院患者数，外来患者及び調剤
の数を明らかにする帳簿

医事課，薬剤部，庶務
課

規
則
第
一
条
の
十
一
第
一

項
に
掲
げ
る
事
項

医療に係る安全管理のための指
針の整備状況

医療安全管理室

医療に係る安全管理のための委
員会の開催状況

医療安全管理室，庶務
課

医療に係る安全管理のための職
員研修の実施状況

医療安全管理室

医療機関内における事故報告等
の医療に係る安全の確保を目的
とした改善のための方策の状況

医療安全管理室



保 管 場 所 管 理 方 法

病院の管

理及び運

営に関す

る諸記録

規
則
第
一
条
の
十
一
第
二
項
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
に
掲
げ
る
事
項

院内感染対策のための指針の策
定状況

感染予防対策室

院内感染対策のための委員会の
開催状況

感染予防対策室，
庶務課

従業者に対する院内感染対策の
ための研修の実施状況

感染予防対策室

感染症の発生状況の報告その他
の院内感染対策の推進を目的と
した改善のための方策の実施状
況

感染予防対策室

医薬品安全管理責任者の配置状
況

薬剤部，医療安全管理
室，庶務課

従業者に対する医薬品の安全使
用のための研修の実施状況

薬剤部

医薬品の安全使用のための業務
に関する手順書の作成及び当該
手順書に基づく業務の実施状況

薬剤部

医薬品の安全使用のために必要
となる未承認等の医薬品の使用
の情報その他の情報の収集その
他の医薬品の安全使用を目的と
した改善のための方策の実施状
況

薬剤部

医療機器安全管理責任者の配置
状況

臨床工学技士室，中央
放射線部，庶務課

従業者に対する医療機器の安全
使用のための研修の実施状況

臨床工学技士室，中央
放射線部

医療機器の保守点検に関する計
画の策定及び保守点検の実施状
況

臨床工学技士室，中央
放射線部

医療機器の安全使用のために必
要となる情報の収集その他の医
療機器の安全使用を目的とした
改善のための方策の実施状況

臨床工学技士室，中央
放射線部



保 管 場 所 管 理 方 法
病院の管理
及び運営に
関する諸記
録

規
則
第
九
条
の
二
十
の
二
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
十
三
号
ま
で
及
び
第
十
五
条
の
四
各
号
に
掲
げ
る
事
項

医療安全管理責任者の配置状
況

医療安全管理室，
庶務課

専任の院内感染対策を行う者
の配置状況

感染予防対策室，
庶務課

医薬品安全管理責任者の業務
実施状況

薬剤部

医療を受ける者に対する説明
に関する責任者の配置状況

医事課，庶務課

診療録等の管理に関する責任
者の選任状況

病歴課，庶務課

医療安全管理部門の設置状況 医療安全管理室，庶
務課

高難度新規医療技術の提供の
適否等を決定する部門の状況

執行部会，高難度新
規医療技術担当部門

未承認新規医薬品等の使用条
件を定め，使用の適否等を決
定する部門の状況

執行部会，薬剤部

監査委員会の設置状況 医療安全管理室，
庶務課

入院患者が死亡した場合等の
医療安全管理部門への報告状
況

医療安全管理室

他の特定機能病院の管理者と
連携した相互立入り及び技術
的助言の実施状況

医療安全管理室，
感染予防対策室，
庶務課

当該病院内に患者からの安全
管理に係る相談に適切に応じ
る体制の確保状況

医療安全管理室，
医事課，庶務課

医療安全管理の適正な実施に
疑義が生じた場合等の情報提
供を受け付けるための窓口の
状況

医療安全管理室，
医事課，庶務課

職員研修の実施状況 医療安全管理室，
感染予防対策室，
庶務課

管理者，医療安全管理責任者
，医薬品安全管理責任者及び
医療機器安全管理責任者のた
めの研修の実施状況

医療安全管理室

管理者が有する権限に関する
状況

法人本部，医学部庶
務課，庶務課

管理者の業務が法令に適合す
ることを確保するための体制
の整備状況

法人本部，医学部庶
務課，庶務課

開設者又は理事会等による病
院の業務の監督に係る体制の
整備状況

法人本部，医学部庶
務課，庶務課

(注)「診療に関する諸記録」欄には，個々の記録について記入する必要はなく，全体としての管理方
法の概略を記入すること。また，診療録を病院外に持ち出す際に係る取扱いについても記載するこ
と。



(様式第 6)

病院の管理及び運営に関する諸記録の閲覧方法に関する書類

○病院の管理及び運営に関する諸記録の閲覧方法

計画・現状の別 １．計画 ２．現状

閲 覧 責 任 者 氏 名 事務長 野本浩嗣

閲 覧 担 当 者 氏 名 庶務課長 田村剛史，会計課長 韮澤雅幸，
資材課長 石橋慶一，医事課長兼病歴課長 川原浩貴，
医療情報課長 藤井教智，

医学部庶務課長 長倉啓貴

閲覧の求めに応じる場所 会議室

閲覧の手続の概要

病院長宛に依頼文書・照会文書を送付いただき，その諾否を執行部会で判断する。

(注)既に医療法施行規則第 9 条の 20 第 5 号の規定に合致する方法により記録を閲覧させている病

院は現状について、その他の病院は計画について記載することとし、「計画・現状の別」欄の

該当する番号に〇印を付けること。

〇病院の管理及び運営に関する諸記録の閲覧の実績

前 年 度 の 総 閲 覧 件 数 延 ３件

閲 覧 者 別 医 師 延 ０件

歯 科 医 師 延 ０件

国 延 １件

地 方 公 共 団 体 延 ２件

(注)特定機能病院の名称の承認申請の場合には、必ずしも記入する必要はないこと。



規則第１条の 11 第１項各号に掲げる医療に係る安全管理のための体制の確保に係る措置

① 医療に係る安全管理のための指針の整備状況 有・無

・ 指針の主な内容：
日本大学医学部附属板橋病院は患者の生命の尊厳と安全を確保し，常に高

度で先進的な医療を提供する特定機能病院として，安全管理体制の強化を
図るため，平成12年3月に医療事故防止マニュアルを作成し，現在まで以下
の指針及び完全管理体制を確保するための委員会並びに医療事故発生時の
対応方法をマニュアル化し整備した。
① 医療法に基づいた医療安全管理に関する基本方針
・医療安全管理指針（基本理念及び安全管理指針）（平成12年3月制定，

令和2年3月改定）
② 安全管理組織運営

・医療安全管理室運営規則 （平成16年1月制定，令和元年7月改定）
・セーフティマネジャーに関する規則 （平成16年1月制定，平成29年4

月改定）
・医療安全ワーキンググループ設置規約 （平成18年4月制定，平成26年

4月改定）
・セーフティマネジャーによる事例検討会に関する規約 （平成25年3月

制定）
③ 安全管理体制の確保のための委員会
・医療安全管理委員会規則 （平成12年5月制定，令和2年3月改定）
・特別症例検討委員会規則 （平成12年5月制定，平成27年6月改定）
・医療事故調査委員会要項 （平成28年2月制定）

④ 医療事故発生時の対応方法
・ｲﾝｼﾃﾞﾝﾄ･ｱｸｼﾃﾞﾝﾄ，不具合事象(合併症)報告運用規則（平成12年5月制

定，令和元年8月改定）
・ｲﾝｼﾃﾞﾝﾄ･ｱｸｼﾃﾞﾝﾄ，不具合事象(合併症）報告ﾙｰﾄ（平成12月5月制定，

令和元年8月改定）
・重大医療事故報告ルートフローチャート（平成12年8月制定，平成27年

8月改定）
⑤ 患者からの相談に応じる体制
・患者相談窓口運用要綱（平成15年10月制定，平成25年8月改定）
・患者相談窓口フローチャート（平成15年10月制定，平成25年8月改定）

⑥ 患者への適正な説明・内部通報窓口の設置
・インフォームドコンセントに関する内規（平成28年9月制定）
・インフォームドコンセントマニュアル（平成28年9月制定，令和元年2

月改定）
・内部通報者保護に関する内規（平成28年9月制定）

② 医療に係る安全管理のための委員会の設置及び業務の状況

・ 設置の有無（ 有・無 ）
・ 開催状況：年12回
・ 活動の主な内容：副病院長（医療安全管理責任者）を委員長とする医療
安全管理委員会を毎月1回定例で開催している。医療安全管理委員会は，
医療安全管理者，看護部門，中央部門（薬剤部，中央放射線部，臨床検査
部），事務部門等から選出された委員（セーフティマネジャー等）により
構成されている。本院における医療に係る安全管理の根幹を決定し，医療
事故防止対策の検討及び医療安全の推進を図っている。また，年間2回の
医療安全講習会の企画･運営を行っている。

同委員会は薬剤管理委員会と医療機器・放射線機器管理委員会を統括し
，連携を図ると共に下部組織として各部門の主任以上をセーフティマネジ
ャーに任命し，各部署における医療安全対策を推進している。



③ 医療に係る安全管理のための職員研修の実施状況 年2回

・ 研修の内容（すべて）：
医療安全管理指針に基づき，安全管理体制と医療事故を未然に防ぐため

に以下の研修を実施
① 令和2年6月

第1回医療安全講習会 「医療事故レポーティングシステム（インシ
デント・アクシデント報告）について」 他

② 令和2年11月
第2回医療安全講習会 「医療法25条第3項による立入検査指導要綱

について」 他

④ 医療機関内における事故報告等の医療に係る安全の確保を目的とした改善のための方策の実施
状況

・ 医療機関内における事故報告等の整備 （ 有・無 ）
・ その他の改善のための方策の主な内容：
インシデント・アクシデントレポートにより，速やかに報告を行う体制

を整備している。
平成18年度からオンライン化を図り，平成26年度から電子カルテの
導入によるシステムの最適化を図った。

② 提出されたインシデントレポート，外部のレポート，現場からの問
題提起，インターネットや研修会等で事例を収集・把握し情報を得
ている。収集した情報を踏まえて医療安全管理室は報告された内容
や事例によっては当事者立会いによる現場での聞き取りや状況確認
を行い，検証を要する事故事例については，セーフティマネジャー
事例検討会に付託し詳細な原因究明分析を行い改善策の検討を行っ
ている。

③ 24時間いつでも提出可能にするために，医療安全管理室にポストを
設置している。

④ 医療安全管理室員の連携（情報共有）を図るために，毎週1回医療安
全管理室連絡会議を開催し，情報の共有化を図り，分析・予防対策
等の検討を行っている。

⑤ 専従医療安全管理者等が病棟ラウンドを行い，報告内容の確認及び
セーフティマネジャーとの連携を図っている。

⑥ 「ヒヤリ・ハット通信」「医療安全注意報」等の発行時には，回覧
を確認したことを証明してもらうため，確認表を添付し，そこにサ
インさせ，医療安全管理室で確認表を収集・管理している。

⑦ 可及的速やかに検討が必要な事例が発生した場合，当該部署の医師
や看護師ならびにそれに関連する部署の者を招聘し「特別症例検討
委員会」を開催し，事例の分析，再発防止策を検討・実施している
。

⑧ 医療安全管理室で全死亡症例を把握している。電子カルテ等の内容
を把握し，医療安全管理室連絡会議や医療安全管理委員会で検証を
行っている。重大事例や早急に改善策が必要となる事例については
，該当事例について，特別症例検討委員会で検討を行い，改善策を
立案する。

(注）前年度の実績を記入すること。



規則第１条の 11 第２項第１号に掲げる院内感染対策のための体制の確保に係る措置

① 院内感染対策のための指針の策定状況 有・無

・ 指針の主な内容：
基本理念，基本方針，専従者の配置，感染防止対策委員会の設置，鋭利な器材の取扱い,

職員の研修，感染症発生時の報告，感染症発生時の対策，閲覧について，連絡先，その他

② 院内感染対策のための委員会の開催状況 年12回

・ 活動の主な内容：（感染防止対策委員会，毎月1回）
 届出感染症および指定感染症（新型コロナウイルス感染症など）の発生状況
 針刺し切創皮膚粘膜曝露件数の報告
 抗MRSA薬，広域抗菌薬の使用状況
 及び適正使用評価の報告
 菌検出状況の報告
 感染防止対策講習会の準備（企画）と開催,参加状況の把握
 感染防止対策マニュアルの改訂
 医療安全ポケットマニュアル第15版の作成,第16版の準備
 標準予防策の手指衛生行動の評価：手指衛生ラウンド
 感染防止対策加算にかかわる活動の報告
 ワクチン接種について

③ 従業者に対する院内感染対策のための研修の実施状況 年2回

・ 研修の内容（すべて）：
1) 2020年度前期（2020年6-7月）

 感染防止対策の初めの一歩
 これからの新型コロナウイルス感染症対策
 培養検体提出に関する基本事項

2) 2020年度後期（2020年11-12月）
 手指衛生について
 抗菌薬適正使用支援
 抗菌薬と耐性菌

④ 感染症の発生状況の報告その他の院内感染対策の推進を目的とした改善のための方策の状況

・ 病院における発生状況の報告等の整備 （ 有・無 ）
・ その他の改善のための方策の主な内容：

1) 感染症発症時の報告体制
 感染症発生時，細菌検査室から主治医へ，同時に感染予防対策室の専従感染管理者へ報告が

あり，専従感染管理者は現場へ直ちにラウンドし情報の共有・感染対策の強化について検討
と確認を行っている。

 感染症法による感染症の届出は電子カルテより様式を出力でき，速やかな報告書の提出を可
能としている（疾患が追加されるたびに，内容も変更を行っている）。

2) ICT，感染予防対策室によるAST活動，院内ラウンド
 ICTとして週1回，病棟・外来・他部署の院内巡視を実施。
 医師，看護師，薬剤師，検査技師による抗MRSA薬及び広域抗菌薬適正使用検討会を週2回実施

し耐性菌感染症対策に努めた。
 病室やステーション，汚物室などの環境や標準予防策，経路別感染予防の遵守状況などを毎

週行なうラウンドで検証している。
3) 手指衛生の量的・質的向上に向けた取り組み

 例年は年に2回，手指衛生質評価を病棟と外来で実施しているが，2020年度は新型コロナウイ
ルス感染症対応のため，後期1回のみ実施した。新型コロナウイルス感染症の対応を行なって
いる部署や耐性菌が検出された部署（NICU，小児病棟）では，数か月間，定例のものとは別
に実施し，改善したことを確認した。

 ICLN活動として，各部署の手指衛生行動の評価（手指消毒剤の使用量測定）を行っている。
 手指消毒剤の払出量サーベイランスを実施し，質評価の結果とともに各部署へフィードバッ



クしている。
 2020年の病院全体におけるAHR払い出し量は33.5L/1000床・日であり，WHOが推奨する20L/10

00床/日を超えることができた。また，病棟のみに絞っても22.2L/1000床・日であり，WHOが
推奨する目標量を超えることができた。

4) 院内感染サーベイランス
 カテーテル関連尿路感染症（CAUTI）・中心静脈カテーテル関連血流感染症（CLABSI）・人工呼

吸器関連肺炎（VAP）サーベイランスを全部署で実施。結果を感染防止対策委員会やICT，看
護部合同会議などで共有。フィードバックし看護ケアの質向上へと繋げている。

 耐性菌サーベイランスを通年，インフルエンザ・感染性胃腸炎サーベイランスを季節限定的
に実施。ラウンドや対策のための情報とし，感染対策実施状況の確認，評価に使用。耐性菌
についてはMRSAとカルバペネム耐性腸内細菌科細菌感染症を除き，アウトブレイクがないこ
とを確認できた。

5) 職員研修
 感染防止対策講習会の内容の充実と参加率向上への取り組みに努めた。開催期間中に院外へ

の異動や退職した者を除くと全職種で概ね全員が参加したことを確認した。
6) その他

 清掃業者・施設課の定期カンファレンスに専従感染管理者が参加し意見交換を行い，さらに
清掃ラウンド(感染予防対策室・資材課・清掃マネジャー)を年3回（6，10，12月）実施し，
環境整備の質向上に繋がった。

 特に新型コロナウイルス感染症，カルバペネム耐性腸内細菌科細菌感染症を中心とした感染
防止対策会議を2020年9月から毎週1回開催している。
① 発生状況
② 手指衛生状況の報告と啓発
③ 感染防止対策の方針決定

(注）前年度の実績を記入すること。



規則第１条の 11 第２項第２号に掲げる医薬品に係る安全管理のための体制の確保に係る

措置

① 医薬品安全管理責任者の配置状況 有・無

② 従業者に対する医薬品の安全使用のための研修の実施状況 年2回

・ 研修の主な内容：
〇 医薬品の安全使用のための業務手順書における全面改訂について
〇 医薬品副作用被害救済制度と添付文書に検査を行うように記載がある医薬品とのかかわり

について

③ 医薬品の安全使用のための業務に関する手順書の作成及び当該手順書に基づく業務の実施状況

・ 手順書の作成 （ 有・無 ）
・ 手順書の内訳に基づく業務の主な内容：

薬剤管理委員会委員にて，各部門を定期的に巡視し手順書に沿った確認を行い必要であれば
改善点を指摘し，その後改善されているかを確認している。薬剤部としても，定期的に医薬品
管理関係をチェックし，報告書を作成し医薬品安全責任者から医療安全管理室へ報告している
。薬剤管理委員及び医薬品安全管理責任者は薬剤関係のインシデントレポートを確認し，必要
な場合手順書の改訂などを薬剤管理委員会で検討し，医療安全管理委員会にて承認する。

④ 医薬品の安全使用のために必要となる未承認等の医薬品の使用の情報その他の情報の収集その
他の医薬品の安全使用を目的とした改善のための方策の実施状況

・ 医薬品に係る情報の収集の整備 （ 有・無 ）
・ 未承認等の医薬品の具体的な使用事例（あれば）：該当なし

・ その他の改善のための方策の主な内容：
・添付文書以外の医薬品に関する適応外使用の適否は薬剤部(医薬品情報室)が薬学的判断を
行い医薬品安全管理責任者に報告し最終的に病院長に報告している。また当院で使用した
ことのない医薬品で承認または認証を受けていないものに関しては高難度新規医療技術等
に対する安全管理体制に従い，未承認新規医薬品担当部門にて検討し，病院長に報告して
いる。

・電子カルテ内に手順書を収録するとともに，適宜，医薬品安全性情報，新規採用医薬品等
の情報，重大な副作用等の改訂，「全身麻酔時に注意が必要な注射薬一覧」「ハイリスク
薬一覧」なども電子カルテ内に収載し周知徹底している。

・医薬品の安全使用を目的とするため，「ナルサス錠の服用方法について」のお知らせをし
，本剤の過量投与により重篤な呼吸抑制を起こした事例が発生したことから，与薬準備に
際しては前回服用時間を必ず確認し，１日１回を厳守することについて周知徹底した。

・「添付文書警告欄に検査を行うように記載がある医薬品について」のお知らせをし，医薬
品の使用にあたり添付文書で規定された検査が未実施であった場合には，副作用被害給付
の対象外となること，および副作用を早期に発見し重篤化を回避するため，適切な検査を
実施することについて周知徹底した

(注）前年度の実績を記入すること。



規則第１条の 11 第２項第３号に掲げる医療機器に係る安全管理のための体制の確保に係

る措置

① 医療機器安全管理責任者の配置状況 有・無

② 従業者に対する医療機器の安全使用のための研修の実施状況 年11回

・ 研修の主な内容：
 医療機器の有用性・安全性に関する事項
 医療機器の使用方法に関する事項
 医療機器の保守点検に関する事項
 医療機器の不具合が発生した場合の対応に関する事項
 医療機器の使用に関して特に法令上遵守すべき事項
 医療機器の使用方法に関わる放射線治療のリスクマネージメント
 医療機器の非常時の処置方法
 新しい医療機器の導入時の研修
 インシデント発生時の再発予防に関する事項など

・ 研修の実施方法：
 e-ラーニング
 集合教育
 実習研修

効果測定については，確認テストを行っている。e-ラーニングでの研修では，確認テストで1
00％正解しなければ受講修了とならない。確認テスト実施後，正誤とともに解説が表示され
る。
集合教育や実習研修に関しては，研修終了後確認テストを行い，間違えた個所についてはそ
の場で解説を行っている。
未受講者については，再度の受講の要請を行う。また，資料配布などを行い，アンケートと
ともに確認テストを行い，終了後テストの解説を配布するなどとした。

③ 医療機器の保守点検に関する計画の策定及び保守点検の実施状況

・ 医療機器に係る計画の策定 （ 有・無 ）
・ 機器ごとの保守点検の主な内容：医療機器ごとに保守点検の計画・実施表を作成し，3か月

毎に見直し，医療機器・放射線機器委員会にて承認を得ている。機器ごとの保守点検につ
いては，添付文書，取扱説明書等に記載してある，メーカー推奨の点検方法を採用し，点
検している。また，メーカーが行う保守点検については，終了後，使用前点検を再度行い
，正常作動を確認している。

○医療機器
定期点検；人工心肺装置，補助循環装置，人工呼吸器，保育器，除細動器，血液浄化装置，

輸液ポンプなどの一部の機器については，臨床工学技士が，マニュアルに沿って
点検を行う。その他の補助循環装置や電気メス，麻酔器などについては，メーカ
ーに依頼している。

日常点検；始業点検・使用中・使用後・修理後の点検の実施，および記録を臨床工学技士が
行っている。医療機器ごとにマニュアルに沿った形で，始業点検を行っている。
特に生命維持管理装置（人工呼吸器，補助循環装置，血液浄化装置）の使用中点
検は，チェックリスト等を用い，機器の状態，患者の状況，指示通り治療が行わ
れているかなどを，臨床工学技士が巡視し，チェックリストなどを用いて確認し
ている

○放射線機器
定期点検；各機器のマニュアルに沿った期間・内容で行っている。

高エネルギー放射線発生装置：4回/年実施，メーカーに依頼
診療用放射線照射装置（RALS装置）：2回/年実施，メーカーに依頼
CTエックス線装置：機種により，2回/年・4回/年実施，メーカーに依頼
MRI装置：機種により，2回/年・4回/年実施，メーカーに依頼



日常点検；始業点検・使用中・使用後・修理後の点検の実施，および記録を診療
放射線技師が行っている。医療機器ごとにマニュアルに沿った形で，始業点検・終業点
検を行っている。高エネルギー放射線発生装置であるライナック装置の始業点検につい
ては，簡易型線量計を用いて出力測定を行い，各エネルギーの出力誤差が許容範囲内で
あるかチェックを行っている。

④ 医療機器の安全使用のために必要となる未承認等の医療機器の使用の状況その他の情報の収集
その他の医療機器の安全使用を目的とした改善のための方策の実施状況

・ 医療機器に係る情報の収集の整備 （ 有・無 ）
・ 未承認等の医療機器の具体的な使用事例（あれば）：
・ その他の改善のための方策の主な内容：
○未承認機器について

各部署に常駐するスタッフが，医師と連携を取りながら治療を行っているため，未承認の
医療機器などを使用する際には，チームメンバーであるスタッフへ情報提供が行われる。
院外から借用するような機器については，原則，資材課に許可を得ることになっており，

院内の委員会へ情報が挙げられる。また，未承認等の医療機器の使用については，臨床研究
センターへ相談し，そこで委員会を立ち上げで，検討することが院内の規則となっており，
医療安全管理室から周知されている。

○それ以外の医療機器について
・ PMDAやメーカーから情報を得ている。
・ 得た情報は，部内，また医療機器・放射線機器管理委員会にて報告し，必要な場合には医

療安全管理委員会への報告を行っている。
・ 医療機器の使用方法等に関する注意や情報伝達は，臨床工学技士・診療放射線技師より行

っている。さらに重要度があがる場合や，インシデントが関係しているような，全員に確
実な周知を行うべきものについては，医療安全管理室専従スタッフと相談し，医療安全管
理室より「医療安全注意報」や「CEのお知らせ」として周知している。

・ 情報の周知には，電子カルテ，文書の配布，研修会などを利用している。
・ メーカーからの安全使用に関する情報通知内容を関係職員に回覧し，情報の共有化を図っ

ている。また，安全情報をファイルし，適宜閲覧可能としている。
・ メーカーからの改修・注意事項に則り適宜改修を行っている。
・ 治療計画装置の安全使用を図るために，保守契約項目にソフトのバージョンアップを含め

常に最新のソフトを使用している。

○前年度実績
・ 医療機器・放射線機器管理委員会にて，医療機器・放射線機器に関連するインシデントに

ついて151件の事例報告を行い，原因検索や対応の検討を行った。
・ フローサイン使用時の滴数設定を誤った事例について・記録保全時にモニタ履歴を削除し

た事例・エアロネブの装着位置間違い事例について，機器の安全使用に関してCEのお知ら
せとして周知した。

・ 経腸栄養に関連する相互誤接続防止コネクタ導入に関するWGを立ち上げ，導入に向けて取
り組んだ。

(注）前年度の実績を記入すること。



規則第９条の２０の２第１項第１号から第１３号の二に掲げる事項の実施状況

① 医療安全管理責任者の配置状況 有・無

・責任者の資格（医師・歯科医師）
・医療安全管理責任者による医療安全管理部門，医療安全管理委員会，医薬品安全管理責任者及び
医療機器安全管理責任者の統括状況

平成28年4月1日付け副病院長（管理担当）を医療安全管理責任者として配置し，医療安全管理室長
を兼務している。医療安全管理責任者は病院の医療安全管理全般を統括し，医療安全管理委員会の
委員長を務めると共に，薬剤管理委員会（委員長：医薬品安全管理責任者）及び医療機器・放射線
機器管理委員会（委員長：医療機器安全管理責任者）から各委員会で討議された内容についての報
告を受け，適宜監督・指導を行い，適正な医療安全管理体制を構築している。

② 専任の院内感染対策を行う者の配置状況 有（ 13名）・無
うち専従6名

③ 医薬品安全管理責任者の業務実施状況

・医薬品に関する情報の整理・周知に関する業務の状況

医薬品に関する情報の整理・周知に関する業務の状況

○薬剤師が月 1 回以上，医薬品に関する巡視を行い，薬剤管理委員会及び医薬品安全管理責任者に

報告している。また薬剤管理委員会の委員が病院各部門をラウンドし，手順書に沿ったチェック

を行い，改善が必要であれば指摘する。指摘した場合は，近日中に改善されているか再度確認業

務を行う。

○薬剤管理委員及び医薬品安全管理責任者は薬剤関係のインシデントレポートを確認し，未投薬

等の原因を検証し必要な場合，手順書改訂など薬剤管理委員会を通して検討する。

・未承認等の医薬品の使用に係る必要な業務の実施状況

○添付文書以外の医薬品に関する適応外使用の適否は，薬剤部(医薬品情報室)が薬学的判断を行い

医薬品安全管理責任者に報告し最終的に病院長に報告している。また当院で使用したことのない

医薬品で承認または認証を受けていないものに関しては，未承認新規医薬品等を用いた医療の提

供に関する業務マニュアル」に従い，未承認新規医薬品担当部門にて検討し，病院長に報告して

いる。

・担当者の指名の有無（有・無）

・担当者の所属・職種：

（所属：脳神経外科，職種 医師 ） （所属：総合科，職種 医師 ）



（所属：呼吸器内科，職種 医師 ） （所属：医療安全管理室，職種 薬剤師 ）

（所属：薬剤部， 職種 薬剤師 ） （所属：臨床研究センター，職種 看護師 ）

（所属：臨床研究センター，職種 薬剤師 ） （所属： ，職種 ）

④ 医療を受ける者に対する説明に関する責任者の配置状況 有・無

・医療の担い手が説明を行う際の同席者，標準的な説明内容その他説明の実施に必要な方法に関す

る規程の作成の有無 （ 有・無 ）

・説明等の実施に必要な方法に関する規程に定められた事項の遵守状況の確認，及び指導の主な内

容：IC 責任者が確認の結果，適切でない事例を認めた場合は，マニュアルに従い実施するよう指

導を行うとともに，該当事例を通じて病院各部署に注意喚起を行い，適宜，院内通知等により，

適正な説明の実施と説明を実施した際の様子を適正に記載するよう，啓蒙に努めている。

⑤ 診療録等の管理に関する責任者の選任状況 有・無

・診療録等の記載内容の確認，及び指導の主な内容：診療録責任者が診療録等の記載内容が十分で

ない事例を認めた際は，診療録記載に関するマニュアルに基づき記載するよう必要な指導を行うと

ともに，該当事例を通じて病院各部署に注意喚起を行い，適正な記載の実施について教育してい

る。

⑥ 医療安全管理部門の設置状況 有・無

・所属職員：専従（ 7 ）名，専任（ ）名，兼任（10）名

うち医師：専従（ 1 ）名，専任（ ）名，兼任（4）名

うち薬剤師：専従（ 1 ）名，専任（ ）名，兼任（1）名

うち看護師：専従（ 2 ）名，専任（ ）名，兼任（2）名

（注）報告書を提出する年度の 10月１日現在の員数を記入すること

・活動の主な内容：

① 医療安全に係る関係部署への連絡調整

② 医療事故等の原因究明の実施確認及び指導

③ 医療事故発生時における，患者・家族への説明等の対応状況の確認及び指導

④ 医療事故等に関する診療録・看護記録等の記載の確認及び指導



⑤ 医療安全研修会の運営，実施内容の記録

⑥ 全死亡患者報告受領及び医療安全に係る診療状況調査・検証と管理者への報告

⑦ 医療事故防止マニュアルの職員への周知及び評価

⑧ 患者相談窓口の相談情報の把握及び医療安全対策への活用

⑨ 医療安全管理委員会の資料・議事録の作成及び保存，その他医療安全管理委員会の庶務に関

すること

⑩ ヒヤリ・ハット通信及び医療安全注意報の発行，職員への周知及び評価

⑪ その他医療安全対策の推進

⑫ 診療状況（コードブルー発生件数，RRS 発生件数，内視鏡治療合併症発生率，術後死亡（30

日以内）件数，手術における血栓予防対策，疑義照会件数，CVC 合併症発生件数）のモニタリ

ング

※ 平成二八年改正省令附則第四条第一項及び第二項の規定の適用を受ける場合には，専任の医療
に係る安全管理を行う者が基準を満たしていることについて説明すること。
※ 医療安全管理委員会において定める医療安全に資する診療内容及び従事者の医療安全の認識に
ついての平時からのモニタリングの具体例についても記載すること。

⑦ 高難度新規医療技術の提供の適否等を決定する部門の状況

・前年度の高難度新規医療技術を用いた医療の申請件数（1件），及び許可件数（1件）

・高難度新規医療技術の提供の適否等を決定する部門の設置の有無（ 有・無 ）

・高難度新規医療技術を用いた医療を提供する場合に，従業者が遵守すべき事項及び高難度新規医

療技術の提供の適否等を決定する部門が確認すべき事項等を定めた規程の作成の有無（ 有・

無 ）

・活動の主な内容：

「高難度新規医療技術を用いた医療の提供に関する業務マニュアル」を適宜見直し，改訂する。担

当部門長は「高難度新規医療技術評価委員会」を開催し，その適否を評価するとともに，当該高難

度新規医療技術が適正に提供されていることを，継続的に確認する。

・規程に定められた事項の遵守状況の確認の有無（ 有・無 ）

・高難度新規医療技術評価委員会の設置の有無（ 有・無 ）



⑧ 未承認新規医薬品等の使用条件を定め，使用の適否等を決定する部門の状況

・前年度の未承認新規医薬品等を用いた医療の申請件数（0件），及び許可件数（0件）

・未承認新規医薬品等の使用条件を定め，使用の適否等を決定する部門の設置の有無（ 有・

無 ）

・未承認新規医薬品等を用いた医療を提供する場合に，従業者が遵守すべき事項及び未承認新規医

薬品等の使用条件を定め使用の適否等を決定する部門が確認すべき事項等を定めた規程の作成の

有無（ 有・無 ）

・活動の主な内容：

「未承認新規医薬品等を用いた医療の提供に関する業務マニュアル」を適宜見直し，改訂する。担

当部門長は「未承認新規医薬品評価委員会」，「未承認新規高度管理医療機器評価委員会」を開催

し，その適否を評価するとともに，当該未承認医薬品，未承認高度管理医療機器が適正に提供され

ていることを，継続的に確認する。

・規程に定められた事項の遵守状況の確認の有無（ 有・無 ）

・未承認新規医薬品等評価委員会の設置の有無 （ 有・無 ）

⑨ 入院患者が死亡した場合などの医療安全管理部門への報告状況

・入院患者が死亡した場合の医療安全管理部門への報告状況：年 862 件

・上記に掲げる場合以外の場合であって，通常の経過では必要がない処置又は治療が必要になった

ものとして特定機能病院の管理者が定める水準以上の事象が発生したとき当該事象の発生の事実

及び発生前の状況に関する医療安全管理部門への報告状況：年 251 件

・上記に関する医療安全管理委員会の活動の主な内容

院内で死亡した症例や死産症例の全症例について，現場担当者から死亡に至る状況を聴取し，

死亡診断書の有無，部署，報告者，報告日時，患者病歴番号の報告を義務化し，医療安全管理者

や担当医師によるカルテ記載の確認を行う。その結果を医療安全管理室連絡会議で報告の上，検

証を行い，医療安全管理委員会で検証結果を報告の上，重大事例や早急に改善が必要となる事例

においては，当該事例について，特別症例検討委員会で検討を行い，改善策を立案する。

⑩ 他の特定機能病院等の管理者と連携した相互立入り及び技術的助言の実施状況

・他の特定機能病院等への立入り（ 有（病院名：東邦大学医療センター大森病院）・無）

・他の特定機能病院等からの立入り受入れ（ 有（病院名：東邦大学医療センター大森病院）・

無）

・技術的助言の実施状況 特になし



⑪ 当該病院内に患者からの安全管理に係る相談に適切に応じる体制の確保状況

・体制の確保状況

① 患者相談窓口 設置時間 毎日／月～金 8：30～17：00 土 8：30～正午

② 相談により患者や家族が不利益を受けないような適正な配慮

・ 相談患者等には不利益が無いことを十分に説明し，面談室で相談に応じることで相談時の

プライバシーを確保している。

・ 当該患者の訴えを丁寧に聴取し解決策をプランニングする。

⑫ 職員研修の実施状況

・研修の実施状況

令和 2年 6月 11 日-令和 2 年 7月 31 日(e-ラーニング研修)

① 医療事故レポーティングシステム（インシデント・アクシデント報告）

② 2019 年度インシデントレポート報告と現状からの注意喚起

③ 医薬品の安全使用のための業務手順書における全面改訂について

④ 新たな診療用放射線に係る安全管理体制について

⑤ 個人情報保護と守秘義務について

令和 2年 11 月 12 日-令和 2年 12 月 31 日（e-ラーニング研修）

① 医療法第 25 条第 3項による立入検査指導事項について

② 医療事故調査制度について

③ 医薬品副作用被害救済制度と添付文書に検査を行うように記載がある医薬品とのかかわりにつ

いて

④ CT 検査における患者移動時の注意点と MRI 施行時のディスポ電極について

⑤ 酸素ボンベの残量計算と取り扱い確認事項について

（注）前年度の実績を記載すること（⑥の医師等の所属職員の配置状況については提出年度の10月1

日の員数を記入すること）



⑬ 管理者，医療安全管理責任者，医薬品安全管理責任者及び医療機器安全管理責任者のための研修

の実施状況

・研修の実施状況

管理者（病院長）

開催日：令和 2年 12 月 10 日（木）

研修名：2020 年度特定機能病院管理者研修（継続研修）

○ 医療安全管理責任者（副病院長）

開催日：令和 2年 12 月 16 日（水）

研修名：2020 年度特定機能病院管理者研修（継続研修）

○ 医薬品安全管理責任者（薬剤部技術長）

開催日：令和 2年 12 月 24 日（木）

研修名：2020 年度特定機能病院管理者研修（初回研修）

○ 医療機器安全管理責任者（臨床工学技士室技術長補佐）

開催日：令和 2年 11 月 2 日（月）

研修名：2020 年度特定機能病院管理者研修（初回研修）

（注）前年度の実績を記載すること

⑭医療機関内における事故の発生の防止に係る第三者による評価の受審状況，当該評価に基づき改

善のために講ずべき措置の内容の公表状況，当該評価を踏まえ講じた措置の状況

・第三者による評価の受審状況

公益財団法人日本医療機能評価機構が実施する「一般病院２」の認定を受けている。

（認定期間：2017 年 10 月 13 日～2022 年 10 月 12 日）

なお，令和４年８月に同機構が実施する「一般病院３」による評価を受審する予定である。

・評価に基づき改善のために講ずべき措置の内容の公表状況

「一般病院２」認定証を院内に掲示しており，審査結果報告書は管理事務室内に備え置き，一般

の供覧を可能としている。

・評価を踏まえ講じた措置

・診療記録の質的監査の実施

・救急カート定期点検の回数増加，配置場所の見直し

・診療情報管理士育成のための支援

（注）記載時点の状況を記載すること



規則第７条の２の２第１項各号に掲げる管理者の資質及び能力に関する基準

管理者に必要な資質及び能力に関する基準

・ 基準の主な内容

① 日本国の医師免許を有していること

② 心身ともに健康であること

③ 豊富な診療経験を有していること

④ 医療の安全の確保のため，医療安全業務の経験や患者安全を第一に考える姿勢及び指導力を

有していること

⑤ 適正な管理運営を図るため，組織管理経験やガバナンスに必要な資質及び指導力を有してい

ること

・ 基準に係る内部規程の公表の有無（ 有・無 ）

・ 公表の方法

日本大学医学部附属板橋病院のホームページ上に公表している。

規則第７条の３第１項各号に掲げる管理者の選任を行う委員会の設置及び運営状況

前年度における管理者の選考の実施の有無 有・無

・ 選考を実施した場合，委員会の設置の有無（ 有・無 ）

・ 選考を実施した場合，委員名簿，委員の経歴及び選定理由の公表の有無（ 有・無 ）

・ 選考を実施した場合，管理者の選考結果，選考過程及び選考理由の公表の有無（ 有・無 ）

・ 公表の方法

日本大学医学部附属板橋病院ホームページ上に公表している。

管理者の選任を行う委員会の委員名簿及び選定理由

氏名 所属 委員長

（○を付す）

選定理由 特別の関

係

髙山 忠利 副学長 ○ 委員会設置要項第 4 条の①の（1）

による選任

有・無

塚本 俊久 人事部長 委員会設置要項第 4 条の①の（5）

により人事取扱業務の統括者と

して選任

有・無

後藤田卓二 医学部長 委員会設置要項第 4 条の①の（2）

による選任

有・無

岡安 英昭 医学部事務局長 委員会設置要項第 4 条の①の（3）

による選任

有・無

野本 浩嗣 板橋病院事務長 委員会設置要項第 4 条の①の（4）

による選任

有・無



渡邉俊太郎 翼法律事務所 委員会設置要項第 4 条の①の（6）

により医療安全に精通した法律

家として選任

有・無

横須賀 收 JCHO 船橋中央病院

院長

委員会設置要項第 4 条の①の（6）

により医療管理及び医療安全に

精通した医師として選任

有・無



規則第９条の２３第１項及び第２項に掲げる病院の管理及び運営を行うための合議体の

設置及び運営状況

合議体の設置の有無 有・無

・合議体の主要な審議内容

① 厚生労働省令に定める特定機能病院としての管理及び運営に関する重要事項

② その他病院の管理運営に関する事項

③ 本院における運営の方針，中期計画，予算及び決算，その他の運営に関する重要事項のほ

か高度医療を実践するための審議を行う。

・審議の概要の従業者への周知状況

諸会議，委員会を通じて周知している。

・合議体に係る内部規程の公表の有無（ 有・無 ）

・公表の方法

・外部有識者からの意見聴取の有無（ 有・無 ）

合議体の委員名簿

氏名 委員長

（○を付す）

職種 役職

【執行部会】

髙橋 悟 ○ 医師 病院長

鈴木 孝浩 医師 副病院長

權 寧博 医師 副病院長

山上 聡 医師 副病院長

縣 美恵子 看護師 副病院長

野本 浩嗣 事務 事務長

【合同会議】

髙橋 悟 ○ 医師 病院長

髙山 忠輝 医師 総合内科部長

權 寧博 医師 呼吸器内科部長

中村 英樹 医師 リウマチ・膠原病内科

部長

八田 善弘 医師 血液・腫瘍内科部長

阿部 雅紀 医師 腎臓・高血圧・内分泌

内科

森山 光彦 医師 消化器・肝臓内科部長

石原 寿光 医師 糖尿病・代謝内科部長



中嶋 秀人 医師 脳神経内科部長

奥村 恭男 医師 循環器内科部長

丸岡秀一郎 医師 心療内科部長

鈴木 正泰 医師 精神神経科部長

森岡 一朗 医師 小児科・新生児科部長

岡村 行泰 医師 消化器外科部長

田中 正史 医師 心臓血管外科部長

櫻井 裕幸 医師 呼吸器外科部長

越永 從道 医師 小児外科部長

多田敬一郎 医師 乳腺内分泌外科部長

副島 一孝 医師 形成外科部長

吉野 篤緒 医師 脳神経外科部長

中西 一義 医師 整形外科部長

吉田 行弘 医師 リハビリテーション

科部長代行

川名 敬 医師 産科・婦人科部長

山上 聡 医師 眼科部長

大島 猛史 医師 耳鼻咽喉・頭頸部外科

部長

岡田 真広 医師 放射線診断科，放射線

治療科部長

鈴木 孝浩 医師 麻酔科部長

中山 智祥 医師 臨床検査医学科部長

増田しのぶ 医師 病理診断科部長

木下 浩作 医師 救命救急センター部

長

陳 和夫 医師 睡眠センター部長

北野 尚孝 歯科医師 歯科口腔外科部長

加藤 実 医師 手術部長

縣 美恵子 看護師 看護部長

大塚 進 薬剤師 薬剤部長

内ケ﨑西作 医師 医療安全管理室副室

長

加藤 公敏 医師 臨床研究センター長

野本 浩嗣 事務 事務長

田村 剛史 事務 庶務課長

川原 浩貴 事務 医事課長兼病歴課長

石橋 慶一 事務 資材課長

韮澤 雅幸 事務 会計課長

藤井 教智 事務 医療情報課長



規則第１５条の４第１項第１号に掲げる管理者が有する権限に関する状況

管理者が有する病院の管理及び運営に必要な権限

・ 管理者が有する権限に係る内部規程の公表の有無（ 有・無 ）
・ 公表の方法

日本大学医学部附属板橋病院のホームページ上に公表している。

・ 規程の主な内容
本学の教育・研究及び診療・管理に関する事項を管掌する。

・ 管理者をサポートする体制（副院長，院長補佐，企画スタッフ等）及び当該職員の役割
・副病院長の４名は運営上重要分野である診療・医療連携，経営，医療安全・教育，多職種連携

の各分野をサポートする。
・病院長補佐の４名は喫緊の重要施策であるワクチン・働き方改革，病院機能評価受審，手術室

運営，コロナ病棟・ＥＲの各施策をサポートする。
・事務長，看護部長，薬剤部長は事業計画の立案や計画について，各専門分野の見地から具体的

施策の具申を行う。

・ 病院のマネジメントを担う人員についての人事・研修の状況
病院幹部に医療管理・経営に精通した経営学修士（ＭＢＡ），医療経営士3級（日本医療実践
協会）取得者を配置している。それぞれの職種の所属団体である全国医学部長病院長会議，日
本私立医科大学協会病院事務長会議総会，同東ブロック会，同法務委員会，日本看護協会医療
安全・感染対策委員会に出席して研鑽を積んでいる。
また，行政，団体，民間による研修として，トップマネジメント研修，医師の働き方改革セミ
ナー，医療界と法曹界の相互理解のためのシンポジウム，医療法務セミナー等に出席して適正
な病院経営に努めている。



規則第１５条の４第１項第２号に掲げる医療の安全の確保に関する監査委員会に関する

状況

監査委員会の設置状況 有・無

・監査委員会の開催状況：年 2 回

・活動の主な内容：

学校法人日本大学におけるガバナンス強化を目的に板橋病院における医療安全管理体制及び業務

遂行に関する監査を目的として「日本大学医学部付属板橋病院医療安全監査委員会設置要項」に基

づく医療安全監査委員会を設置する。当該委員会は板橋病院の医療安全管理，感染防止，医薬品安

全管理，医療機器安全管理等に係る体制整備及び業務遂行状況を監査し，監査結果は開設者に報告

及びホームページを通じて外部に公表する。

・監査委員会の業務実施結果の公表の有無（ 有・無 ）

・委員名簿の公表の有無（ 有・無 ）

・委員の選定理由の公表の有無（ 有・無 ）

・監査委員会に係る内部規程の公表の有無（ 有・無 ）

・公表の方法：

日本大学医学部附属板橋病院ホームページ上に公表している。

監査委員会の委員名簿及び選定理由（注）

氏名 所属 委員長

（○を付す）

選定理由 利害関係 委員の要件

該当状況

上條 由美 昭和大学江東

豊洲病院副院

長・医師

○ 大学病院副院長

として医療安全

に関する豊富な

実務経験と識見

を持ち合わせて

いるため

有・無 1

各務 武希 光和総合法律

事務所・弁護士

法曹界での豊富

な実績を有して

おり，法律に関す

る専門知識とコ

ンプライアンス

分野の識見を持

ち合わせている

ため

有・無 1

柴田 誠治 板橋区名士・医

療を受ける者

代表

医療を受ける者

としての客観性

と社会性を持ち

有・無 2



合わせているた

め

庄司 義男 元関東信越厚

生局医療課長

豊富な業務経験

を踏まえた医療

に係る安全管理

に関する識見を

持ち合わせてい

るため

有・無 3

西成田 進 元本病院医療

安全管理室兼

任医師

総合病院病院長

の経験と本病院

医療安全管理室

兼任医師の業務

経験を持ち合わ

せているため

有・無 3

（注） 「委員の要件該当状況」の欄は，次の1～3のいずれかを記載すること。

1. 医療に係る安全管理又は法律に関する識見を有する者その他の学識経験を有する者

2. 医療を受ける者その他の医療従事者以外の者（1.に掲げる者を除く。）

3. その他



規則第１５条の４第１項第３号イに掲げる管理者の業務の執行が法令に適合することを

確保するための体制の整備に係る措置

管理者の業務が法令に適合することを確保するための体制の整備状況

・体制の整備状況及び活動内容
大学開設者は監査委員若干名を任命し，監査委員は開設者の命に従い，監査を行う。監査委員は
全部署に対し，関係書類・帳簿の提出，事情の説明，その他必要事項の報告等を求め，病院の管
理運営の制度（財政，医療安全，感染対策，情報管理等を含む）及び業務の遂行状況が法令，大
学諸規程に従い，適正に行われているかを検討・評価し，その結果に基づく情報の提供及び改善
・助言・提案等を行う。監査委員は監査終了後，監査報告書を作成し，その結果を開設者に報告
する。

・ 専門部署の設置の有無（ 有・無 ）

・ 内部規程の整備の有無（ 有・無 ）

・ 内部規程の公表の有無（ 有・無 ）

・ 公表の方法
日本大学医学部附属板橋病院のホームページ上に公表している。



規則第１５条の４第１項第３号ロに掲げる開設者による業務の監督に係る体制の整備に

係る措置

開設者又は理事会等による病院の業務の監督に係る体制の状況

・ 病院の管理運営状況を監督する会議体の体制及び運営状況
学校法人日本大学に病院の健全な経営を図るため，日本大学病院経営会議を設置し，病院経営

に関する重要な事項や病院の組織及び人事に関する重要な事項，その他病院に関する重要な事項
を審議し，病院の業務を監督する。

・ 会議体の実施状況（ 年 10 回 ）

・ 会議体への管理者の参画の有無および回数（ 有・無 ）（ 年 5 回 ）

・ 会議体に係る内部規程の公表の有無（ 有・無 ）

・ 公表の方法
日本大学医学部附属板橋病院のホームページ上に公表している。

病院の管理運営状況を監督する会議体の名称：日本大学病院経営会議

会議体の委員名簿

氏名 所属 委員長

（○を付す）

利害関係

田中 英壽 理事長 ○ 有・無

加藤 直人 学長 有・無

髙山 忠利 副学長 有・無

越智 光昭 常務理事 有・無

井出 達雄 常務理事 有・無

大里 裕行 常務理事，総務部長 有・無

友近 英展 財務部長 有・無

塚本 俊久 人事部長 有・無

秋山 利明 管財部長 有・無

後藤田卓志 医学部長 有・無

岡安 英昭 医学部事務局長 有・無

飯沼 利光 歯学部長 有・無

小方 賴昌 松戸歯学部長 有・無

天野 康雄 日本大学病院病院長 有・無

髙橋 錦吾 日本大学病院事務長 有・無

髙橋 悟 板橋病院病院長 有・無

野本 浩嗣 板橋病院事務長 有・無

（注） 会議体の名称及び委員名簿は理事会等とは別に会議体を設置した場合に記載すること。



規則第１５条の４第１項第４号に掲げる医療安全管理の適正な実施に疑義が生じた場合

等の情報提供を受け付ける窓口の状況

窓口の状況

・情報提供を受け付けるための窓口の設置の有無（ 有・無 ）

・通報件数（年 0 件）

・窓口に提供する情報の範囲，情報提供を行った個人を識別することができないようにするための方

策その他窓口の設置に関する必要な定めの有無（ 有・無 ）

・窓口及びその使用方法についての従業者への周知の有無（ 有・無 ）

・周知の方法

電子カルテ，講習会，医療安全ポケットマニュアル，リーフレット，ホームページ等で周知してい

る。



(様式第 7)

専門性の高い対応を行う上での取組みに関する書類（任意）

1 果たしている役割に関する情報発信

① 果たしている役割に関する情報発信の有無 有・無

・情報発信の方法，内容等の概要

医療連携施設として登録している医療機関・施設及び近隣医療機関へ当病院の取り組みや各診療

科における最新医療情報・特徴・特色・診療実績等を掲載したメールで情報発信を行っている。

なお，ホームページにおいても情報発信を行っている。

また，連携施設として登録している医療機関・施設及び近隣医療機関向けの連携セミナーや意見

交換会，地域住民向けのセミナーを定期的に開催して，当病院からの情報発信を行っている。

2 複数の診療科が連携して対応に当たる体制

① 複数の診療科が連携して対応に当たる体制の有無 有・無

・複数の診療科が連携して対応に当たる体制の概要

外来・入院問わず，疾患に応じて主科から他科へのコンサルテーションを行い，兼科によって

複数の診療科が連携して治療対応に当たる体制を構築している。

また，疾患によっては複数診療科でのカンファレンス等により，患者にとって最良な治療方針

を検討している。




